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序文

中市は大波府の北西部に位量し、酉は兵庫県と接しています。北方の千里丘陵にか

つて広大な森林をひかえたこの地は、神崎川や猪名JlIから常に豊かな水がもたらされ、

古くから人々の生活の場が育まれ、多くの歴史的遺産を受け継いできました。その一方、

商都大阪に隣接する関係などから、早くから大阪北郊のベッドタウンとしての開発が進

められてきた結果、すみやかに埋蔵文化財の保護に取り組む必要がありました。近年に

なって開発の勢いが落ち着いてきたものの、土地利用の形態が変化してきたことを受け

て小規模開発が急増し、住宅の老朽化に伴う建て替えも依然として多く、埋蔵文化財保

護について迅速な対応が求められています。

本書は郷土の文化財としての埋蔵文化財の重要性を踏まえ、国の補助を受けて実施し

た緊急発掘調査の概要報告です。今回は、平成21年度に調査を実施した豊島北遺跡、本

町遺跡、山ノ上遺跡、蛍池西遺跡、内閣遺跡、および市内各遺跡における確認調査に加

え、平成20年度後期に調査を実施した新免遺跡、市内各遺跡における確認調査の成果も

あわせて掲載しました。最島北遺跡では市内では事例が少ない古代末期の遺構ならびに

遺物を確認することができ、内田遺跡では遺跡東半部において新たに中世の集落関連遺

構が発見され、新免遺跡では弥生時代、古墳時代の住居跡や柱穴が密集した状態で確認

されるなど、各遺跡で新たな知見が得られました。

永きにわたって受け継がれてきた貴重な腔史的遺産は、現代に暮らす私達にとっても

大切な知識をもたらしてくれます。本書が、郷土豊中の豊かな未来のために役立つこと

を願ってやみません。

発掘調査の実施にあたっては、土地所有者をはじめ工事関係者、近隣住民の皆様など

に深いご理解と多大なご協力を賜りました。また、文化IT、大阪府教育委員会ならびに

関係諸機関には、格別のご指導とご配慮をいただきました。このような各方面の方々の

お力添えにより、豊中の文化財保護行政が推進できましたことをここに厚く感謝しミたし

ますとともに、今後ともより一層のご理解とご支援をお願い申し上げる次第です。

平成 22年 (2010年) 3月31日

豊中市 教 育委員 会

教育長 山 元行博
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例日

1.本書は、平成21年震菌庫補助事業(総額8，700，000円、圏庫50%、市費50%)として計画、

実施した埋蔵文化財の緊急発掘調査の概要報告書である O また、平成20年度下半期国庫補助

事業として実施した、新免遺跡第62次調査と確認調査の成果も併せて収録するものである。

2. 平成21年度事業として、平成21年4月2日から平成22年3月31日までの問、発掘調査なら

びに整理作業を実施した。

3.発掘調査は、本市教育委員会生涯学費推進室地域教育振興課文化財保護係が実施した。

4. 本書の作成にあたり、 I~四章は各調査担当者が執筆した。また、第市章は各調査担当者

の見解をもとに、浅田が執筆した。なお、全体の編集を陣内が行なった。

5.各挿図に掲載した方位表記のうち、 M.N.は磁北、 Nは鹿標北を、また表記のないものは、

略北を示す。

6.挿国・本文中の土色表記の恭準は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日

本色彩研究所色票監修防庁版標準土色帖 1994年版』に基づく。

7.挿図に掲載した出土遺物の縮尺は原則として 1: 4、または 1: 3とする。

8.各調査地の土地所有者、施工業者ならびに近隣住民の方々には、文化財の保護に対して深

いご理解とご協力をいただいた。併せてここに明記し、深謝しミたします。

遺跡名 調査期間

新免遺跡
2008年12月16臼

~2009年 1 月 31 日

平成21年震発掘調査一覧

遺跡名 次数 調査地 調査面積 担当者 調査期間

第 5次 曽根南町1了自 156-9他 66m2 
清水篤

2009年4月2日
豊島北遺跡

~2009年4月 27 日

第36次 本町4 目166…4 39m' 服部聡志
2009年4月13日

本町遺跡
~2009年4月 28 日

第19次 宝山町42-1の一部 40m" 橘田正徳
2009年5月18日

山ノ上遺跡
~2009年5月四日

第17次 蛍i也西町l了目269 220m' 橘田正徳
2009年7月6日

蛍池西遺跡
~2009年7月 24 日

第 9次 桜の町3丁目26-1 28m2 陣内高志
2009年9月l日

内田遺跡
~2009年9月 10 日

n-
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第 I主主 位置と環境

第 I章位置と環境

1 .地理的環境

中市は大阪市の北方に位置し、商は猪名川を介して兵産県と接しており、!日国名では摂津

に属する。近世以前は大都市近郊の農村であったが、明治43年の箕面有馬電気軌道(現在の

阪急電鉄宝塚線)開通を契機に宅地化が進み、現在で、は市域面積約37km"中に39万人もの人口を

擁する北摂存数の住宅都市に発麗している。このような発展に至った背景としては、名神高速

道路や阪神高速道路などの自動車道路、阪急電鉄や北大阪急行などの鉄道網、大阪国際空港な

どに示される陸空交通の利便性の高さが考えられよう O

一方、地形に日を転じると、豊中市は北から南に向かつて標高が徐々に低くなる地形をみせ

ており、島熊山(緑正)付近の最高地点(海抜約100m)から最も低い大島町付近(海抜 1m以

下)にかけておよそ100mの比高差を存する。ここで地形について大きく区分すると、市北部一

帯は千里正陵と刀根山丘陵と呼ばれる 2つの丘綾地からなり、続いて中部は主に千里E陵から

派生する中・低位段丘を中心とした豊中台地、甫部は猪名JlI水系、天笠)11、高川の沖積作用に

よって形成された平野部、という見方ができる。

次章以下で報告する 6遺跡のうち、北部では千里川右岸の低位段丘上に内田遺跡、万根山正

綾末端部上の蛍池西遺跡、中部では最中台地上に新免遺跡と本町遺跡が、豊中台地から派生す

る小正陵地上には山ノ上遺跡が立地する O 南部は、曽根の段丘崖藍下の沖積地に豊島北遺跡が

該当する O

2.歴史的環境

今回報告する遺跡は基本的に集落遺跡である O よって以下では、各遺跡における集落の動態

を中心に述べていく。ただし、本町遺跡・新免遺跡・山ノ上遺跡の 3遺跡は、立地や遺跡の性

格などが比較的類似するため、ここでは 3遺跡を一括して取り扱う。

内田遺跡 千里JII上流域の河岸段丘上では縄文時代から居住の痕跡が克受けられ、野畑遺跡

(中~後期)、野畑春日町遺跡(中~晩期)、内田遺跡(後期)はその代表的な遺跡である。内田

遺跡は弥生時代以降、しばらく集落は確認されていないが、 6世紀後半(古墳時代後期後半)

に突如集落が出現する O この集落は桜井谷窯跡群における須恵器生産に関与した工人の集落と

みられ、 7世紀初頭、ちょうど桜井谷窯跡群の衰退に同調するかのように廃絶することが明ら

かになっている。奈良時代以降の動態は不明で、あったが、第 8次調査地において、中世の岩館

跡などが発見され、内問遺跡に中世集落が展開する可能性が高くなった。今回の調査は中世内

田遺跡としては 2例目の調査であり、当該時期の様桔が徐々に明らかになってきた。

l 



2.歴史的環境
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第 I章 f立霊と環境

蛍池西遺跡 蛍池西遺跡は大阪毘際空港の東側一帯に広がる遺跡であり、その時代は旧石器時

代、弥生後期~中世に及ぶことが知られている。既往の調査によると、第 1次、第 2次調査や

その後実施された阪神高速空港線関連の調査では、粘土採掘坑や自然河川跡が検出されている。

これら自然河川内からは弥生時代終末期と古墳時代中期の遺物がまとまって出土しており、付

近に当該期の集落が存在したことが考えられる O 古墳時代中期の集落については、大形倉摩群

が発見された蛍池東遺跡との関係が課題となってこよう。遺跡北東部に位置する今自の調査地

では、これまでほとんど確認されていない古墳時代後期以降の集落関連遺構を検出している。

本町遺跡・新免遺跡・山ノ上遺跡 これら 3遺跡はいずれも弥生時代に出現する点で共通する

が、その後の展開は遺跡ごとにやや異なっている O 豊中市域の弥生遺跡はー殻に弥生時代中期

以降、次第に低地の母村から台地上に子村が派生していく O 千里川流域では低地の勝部遺跡を

母村として、その後台地上に新免遺跡などの子村が展開するものとみられる。山ノ上遺跡にや

や遅れて中期に誕生する新免遺跡は、弥生中期~後期には複数の居住域と墓域を有する北摂有

数の拠点集落として発展し、その規模は山ノ上遺跡を凌駕する O その一方で、新免遺跡に東接

する本町遺跡は弥生時代中期段階が集落の初現とみられるが、新免遺跡からの分村程度とみら

れ、その格差は控然としている。本町遺跡が本格的な盛期を迎えるのは古墳時代後期からであ

り、同じ頃の新免遺跡、柴原遺跡も向様に盛期を迎える。当該期におけるこれらの集落遺跡は、

桜井谷窯跡群で生産された須恵器の選別作業に携わった可能性が考えられる O 今回の本町遺跡

の調査では千里川の河岸段丘を間近に控えた遣部縁辺部の様相をまた一つ明らかにすることが

でき、新免遺跡では弥生集落の中核部に桔当し、多数の柱穴をはじめ濃密な遺構の分布を確認

している O 山ノ上遺跡では遺跡南半部における古代集落の一端を明らかにした。

豊島北遺跡 曽根の段丘崖裾野に広がる豊島北遺跡は、弥生時代後期~終末期に本格的な集落

が出現するが、古墳時代には一旦衰退し、奈良~平安時代に再び集落が営まれるようである。

鎌倉時代以降は耕地化が展開したようであるが、なかでも第3次調査で確認された東西方向の

畦畔・溝は、摂津田豊島郡の北条と帯条の里境に、南北方向の溝は坪境の匹画溝とみられ、

中市域における条里制の施行時期が当該時期には成立していたことが判明した。今後はその成

立時期がどこまで遡るかが一つの課題になってこよう O 今聞の調査地は調査事例が希少な遺跡

南西部に位置し、これまで確認されることがなかった平安時代の集落関連遺構を検出し、遺跡

の動態を把握するよで貴重な成果をもたらした。

3 



2.歴史的環境

第 2図 調査地点と周辺の地形
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第E章新免遺跡第62次調査

第E章新免遺跡第62次調査

1 .調査の経繰

当調査毘は、豊中市玉井町3丁目35-1に所在する O

平成19年 9月10日に提出された埋蔵文化封発掘の届出

に基づいて、平成19年9月12日、宅地造成工事時に確

認調査を実施したところ、地表下66cmで、弥生時代~古

墳時代の遺物包含層を、同じく 90cmで遺構面をそれぞ

れ確認した。当初の建築計画では基礎深度が遺物包含

に到達せず慎重工事の指示であった。ところが、そ

の後土地所有者が代わり、平成20年12月2日に提出さ

れた埋蔵文化財発掘の届出では、表層地盤改良を地表

下150cmまで実施することが判明し、遺構面の破壊は避

けられず、土地所有者側と協議の結果、本発掘調査を

実施することになった。

本発掘調査は平成20年12月16Bから平成21年 l月31

日にかけて実施し、調査面積は建築対象面積である

55.74ぱで、あった。
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第 3図調査範囲図 (1 : 200) 
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2.調査の概要

2. 調査の概要

(1)遺跡の概要と既往の調査

新免遺跡は仮急、宝塚線豊中釈の西~南西一帯のイ主宅地に広がる集落遺跡であり、東西約600m、

南北約300mの規模を有する O これまでに61件の発掘調査が実施され、縄文時代から近世に至る

複合遣部であることが判明している O 遺跡の盛期は弥生時代中期~後期、古墳時代後期とみら

れ、なかでも弥生集落は現在30基以上の竪穴住居と約20基の方形周溝墓を検出しており、市内

有数の拠点集落として位置付けられている O しかしながら調査の大半は個人住宅新築工事を契

機とするケースであるため調査面積も狭小であり、調査次数の割には環濠の有無など、拠点集

落としての実態について不明瞭な点が多い。

今田の調査地は遺跡西部に位置し、千里JlIの河岸段正を間近に控えている。調査地一帝は、

既往の発摺調査で弥生~古墳時代の遺構・遺物が濃密に密集するエリアであり、特に弥生時代

中期については集落中心部と目されている O よって今回の調査では、弥生時代中期を中心に間

後期、古墳持代中~後期の集落関連遺構の検出が予想、された。

( 2 )基本層序

今自の調査地における基本署序は 4層に大別可能で、あった。以下、 }II買に記していく O

1層 現代の盛土であり、地表下30~40cmまでが該当する。

2層 にぶい黄楼色(lOYR7/3) 極細粒砂。宅地化直前段階までの耕作土であり、騒惇1O~

15cmを存する O

3層 にぶい黄褐色(IOYR4/3)梅細粒砂~シルト。層厚約lOcmを有する弥生土器、土師器、

須恵器等の遺物包含層である O 検出遺構の一部は 3層中から掘り込まれていることか

ら、 3層の一部は遺構埋土でもある O 弥生時代中期~古墳時代終末期の遺物を含む0

4膚 明黄褐色(lOYR6/6) シルト。当調査地の基盤層であり、遺構検出面である O 遺構埋

とその直上の 3層(遺物包含層)の土質が類似しており両者の識別が国難であった

ことから、今回は基盤層上面において遺構検出作業を行い、調査を実施している。

( 3 )検出した遺構と遺物

今回の調査で、は約56ばという限られた面積にも関わらず、第 5図に示す通り、竪穴住岩2基、

溝3条、土坑3基、ピット 150基以上の集落関連遺構を多数検出している。遺構は弥生時代中期

に属するものが大半であった。なかでも 150基以上検出されたピットはその多くが柱穴であり、

その数から相当数の建物跡が存在したと考えられる O しかし、遺物は砕片をわずかに含む程震

の柱穴が多く、掘削時期が判明する柱穴は少数であった。

一方、出土遺物は遺物収納箱にして 6箱分出土している O 出土遺物の内訳は、弥生土器が大
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少京含む。土器砕片を多く含むc弥生時代中総から古墳時代後期の遺物包含感令 4.(こぶい黄1M色(lOYR4.β)シルト~短縮技砂。残(II(筏3cm米Eめをまiご!→含むご 5潟灰

色(IOYR4/l)極細粒砂~シル人法室主税ブロック(夜径1c;nYJ.ド)を約5%含む。土器砕片多数包含 6.:こぶい裁潟包(lOYR4/3)シルト。際(iH:fi子3cm未満)を若干含む 7

H~褐色(lOYR3!1)シルト~極卒盟校砂。基盤J~'î 7'ロック([11筏2cm以 n、土器停片を多く含む。 8.:こぶいWt褐色(lOYR4/3)シルト -lli，jjJJ粒砂。 4とほぼI"Jじ。 9尚氏色

(lOYR4/l)槌繍殺砂~シルト O 法草霊潟ブ口ツク(I1H壬3cm以F)を *~5% 、聖書(iflt~2cm以下)を ~~j29o含む。 10JJミ裁潟色(lOYR4β)総書l校砂~ン jレト .tM星野ブロック([直径3

cm以下)を約15%含む。 11.1)ミ裁褐色(I0Y制 β)怒締役砂~シルト。 10と似るが基盤絞ブロック少ない(約5%)c 12灰裁対色(lOYR4β)模縮宇土砂.守ブロック(伎役

1cm米;持)を約15%含む 13.m灰色(10YR4/1)シルト。法怒号寺ブ口ック(夜径2cm未詳誌を約15l?o含む。 14潟灰色読者11校砂と基盤清流出土の混合土(4:1)む 15.t詰灰色

(lOYR4/1)複線粒砂。 3主主主府流出土が多数浪人。 16.1こぶい裁褐色シル人土器砕片を多数包含。遺物包含 17.mm忽(lOYお 12)シルト~援詩II位砂 。法 ブロ ック

(直{王3cm未iめを約lO9o含む。 土器砕片を多主主包含。竪穴住1&坦i土。 18JH.t?J色主義組i粒砂。築設問ブロック(直1!Elcm以下)を約10%含む。壁浴車i土。 19灰議r?:J色短絡
粒砂。 17と似るがま主君主総ブロックをより多く含み、よりしまっている 20明裁潟色(I0YR6/6)シルト争当総資j互の2主主主総。潟望号区北半郊では援総投砂主体になる。

全体的:こ際(f!(筏lcm以下)を多く含む。

: 60) 調査区平面・断面菌(1 
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2.調交の概主主

。 50cm 

第 6図ピット 1土器

出土状況臨 (1 : 10) 

l 

I 

/ 

l 。 50cm 

第 7関ピット 2土器

出土状況図 (1: 10) 

半を占め、他に土師器、須恵器が少量ずつ、さらに弥生時代の石器

が剥片も含めて10点程度出土している O なお、出土土器は、砕片か

っ表面が摩滅したものが中心であったため、図化に耐えうる遺物は

第 8・9図に掲げている 18点であった。以上の経過を踏まえつつ、

以下では主要な遺構・遺物についての報告を行う O

竪穴住居 1 調査区北東隅で検出した。コーナ一部分の形状をみる

と、当該住居は平田方形の形状が考えられ、その場合一辺 2m以上

の規模が考えられる。住居内は検出面から基底面まで、15cmの深度を

有する O 基底面上でピットを検出したが深度が浅く、遺物に恵まれ

ず竪穴住居との関連は不明である。埋土は黒褐色シルト~極細粒砂

であり、基盤層の細かいブロックを少量含む。埋土中に須恵器片を

含むことから古墳時代後期以昨の廃絶が考えられる。撞i弄は確認で

きなかった。

竪穴住居 2 調査思北東隅で竪穴住居 Iと重複して検出した。検出

範囲はわずかであり土坑の可能性もあったが、遺構の検出ラインが

直線的で、あることや、その直下の基底面上において細長い溝を検出

したことから、平面は方形または隅丸方形で、盛溝を有する竪穴住

居と判断した。住間の深度は 5cm程震しか残存しない。竪穴生居 2

は竪穴住居 1に切られていることと、住}苦埋土に須恵器を含まない

ことから古墳時代中期以前の住居と考えられる。

溝 1 調査区北西部で検出した南東方向に屈曲する溝であるが、調

査区西壁の制約により全体の形状は不明で、ある。検出 Iliïiî は50~60cm、深度は検出面から約20cm

であるが実捺は 3層(遺物包含層)上田から捕り込まれていることが酉壁面接庁面から確認でき、

本来は30cm程震の深度を有する。埋土は黒褐色極細粒砂の単一層であり、少量ながら基盤層ブ

ロックを含む。理土下半部からも須恵器砕片を含むことから、溝 lは古墳時代後期またはそれ

以降に埋没したことが考えられる O

溝 2 調査区中央付近で検出した。溝 1向様に西慨が調査IR外へ伸びており、溝全体の平面形

は不明でおあるが、基本的には東西方向に走る溝であろう O 検出IIJiiiは最大で、1.4m、深度は約25cm

をはかり、基底面は幅30~40cmの平坦面を形成する。埋土は褐灰色極細粒砂に基盤層ブロック

を少量含んだ、ものであった。出土遺物は弥生時代中期のものに限られるであろう O 第8図 1・

2 はそれぞれ広口壷・護の口縁部、 3~5 は斐等の底部であろう O

溝 3 '"高55~65cmで、東西方向から南へ産角に由る溝である。 10cm程毘の深度は、調査医内の溝

状遺構のなかで最も深度が浅い。基底面の高低差は認められずほほ平坦とみてよい。出土遺物

はごく少量かつ砕片であったため溝 3の詳細な時期比定は困難だが、埋土に須恵器を含まない
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第 8図出土遺物 1 (1: 4) 

点を考慮すれば、弥生時代中期~古墳時代中期の一時期と考えられ、仮に弥生時代中期であれ

ばその形状から方形周溝墓の可能性もある O

土坑 1 平甜はいびつな楕河形を呈し、長軸11話l.4m以上、短軸IIJ高でl.lm、深度30cmをはかる O

基底萄付近から壷形土器口縁部・底部片(第 8関 7・8)等が出土している O 土坑 1は弥生持

代中期の所産とみられる O

土筑 2 一部撹乱を受けているが、残存部分から隅丸長方形の平面形が考えられる O 埋土は褐

灰色極細粒砂を主体とし、基盤層ブロックと擦の混入具合から 3}曹に註分できる O 深度は最深

部で、約40cmをはかる O 埋土上層中のみ須恵器砕片をわずかながら含むことから、最終的な埋没

が古墳時代後期であり、機能した時期は出土遺物より弥生時代中期と考えられる O

土坑 3 調査区中央付近で検出した平閣不整形の土坑である。南北の最大幅はそれぞれ1.5m、

深度は15cm程度で、ある O 埋土は黒褐色極細粒砂の単一層である O 出土遺物は大半が弥生土器

(第 8図6など)であったが、少量ながら須恵器片を含むため、当該土坑の時期は古墳時代後期

頃と考えられる。
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2.調査の概要
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第H章新免遺跡第62次認変

ピット 1 (第 6函) 調査区南端部で検出した。ピット中からは多数の弥生土器が出土してい

る。第 9図4は広口壷の口縁部、 5は高杯の脚部、 6は蓋の鹿部である。

ピット 2 (第 7図) ピット 1から約 1m北側で、検出したピットであり、ここからも弥生土器

が多数出土した。第 9図7・8はそれぞれ大形護の口縁部と底部であり、胎土や焼成の特鍛か

ら同一個体であろう。弥生時代中期の特徴を有する。

ピット 3 土坑 lと重複するピットであり、在径50cm、深度は35cmをはかる。埋土中より弥生

土器の砕片とともに磨製の石包了(第 9図 1)の破片が出土した。

ピット 4 調査区北西隅付近で検出した直在50cm程度、深度20cmをはかるピットである O 埋土

中出土の須恵器杯身(第 9図2)は古壊時代終末期 (TK209型式)の特徴を示し、当該時期の

遺構といえるのはピット 4が唯一であった。

3. まとめ

今回の調査は限られた調査面積にもかかわらず多数の遺構を検出した。検出遺構の多くは弥

生時代中期とみられ、他に古墳持代中期~後期、飛鳥時代の遺構も確認した。以下では当調査

区における各時期の成果についてまとめておく。

弥生時代中期は調査匿内の遺構分布をみると、ピットまたは柱穴の分布は帯側ほど濃密で、あ

ることに気づく。ここで過去の調査成果を参考にすると、第28次・ 31次調査区のように当調査

包以南でより濃密な分布を示すことがうかがえる。よって当該持期の調査匿ー帝は新免弥生集

落内において特に濃密な建物の分布が予想、され、居住域としてみた場合、集落の中心部であっ

た可能性が高いことが改めて確認された。

弥生時代後期以降で明確な遺構が確認できたのは古墳持代中期~後期である O 当該期の調査

区では竪穴住居、土坑、ピットまたは柱穴といった遺構がみられるが、弥生持代中期の遺構密

度や出土遺物の量を比較すればその格差は控然としている。付近の調査成果をみると第28次・

31次調査区においても当該期の建物跡が確認されており、これらは一連の遺構群を形成してい

るとみられる。古墳時代終末期になるとピット 1基のみとなり、当調査堅一帯において明らか

に集落が衰退していることがうかがえる。

今田の調査区は新免弥生集落の中心部の一角に該当することが考えられる。周辺では建物跡

とともに方形思溝墓も確認されており、居住域と墓域が一体となって集落を形成していた可能

性が高い。しかし、実際は両者の関連遺構は複雑に重複して検出されることが多く、居住域と

墓域との持空的な関係は不明瞭なままである O よって今後付近における発掘調査は、これらの

課題と既設の調査成果を踏まえつつ慎重に行う必要がある O
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第III章愛島北遺跡第 5次調査

第E章豊島北遺跡第 5次調査

1 .調査の経緯

当調査区は、曽根南町 1丁昌 156-9、156-10

に所在する O 王子成21年 2月初日付けで提出された

埋蔵文化針発掘の届出に基づいて、平成21年2月

268に確認調査を行なったところ、地表下約l.4m

で古墳~平安時代の遺物や遺構を検出した。 11Q1人

住宅建設に伴う基礎工事の計画では地表下約 5m

付近までの柱状地盤改良が予定されており、遺構

の損壊を免れないことが判明したため、協議の結

果、本発掘調査を実施することとなった。調査は

平成21年 4 月 2 日 ~4 月 27 日にかけて実施し、調

査面積は建築対象面積から66.0ばとした。

2. 調査の概要

( 1 )基本層序

。 5m 
二=ゴ

第10国調査範囲図 (1 : 200) 

調査宮内l土地表下約1.1mまでが現代の接土で整地されている。盛土直下には近~現代の耕作土、

そして中~近世の耕作土が続き、地表下約1.4~l.5mで黒褐色系のシルト層に到達する O この

+F4 
第11函調査地位置霞 (1 : 5，000) 

今コ
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第回章豊湯北遺跡第 5次調査

褐色系のシルト層は後述するように平安時代の遺物包含層であり、遺構面をも形成する O 地表下

約1.8mで、灰色系組粒砂の分厚い堆積となり、約 2mで、明緑灰色系の堅殺なシルト!曹となる。この

粗粒砂及びシルト層は無遺物であり、豊島北遺跡の東側では弥生時代の基盤層となっているが、

当調査では該期の遺構や包含層は確認できなかった。

( 2 )検出した遺構

当該調査で検出した遺構は、柱穴3基、溝2条、井戸 l基のほか、落ち込み状の遺物包含層で

ある O ただし、地下水位が高く、常に湧水がある状態での謂査であったため、実際には検出され

た数量を超える遺構が存在した可能性があることを断っておく O

柱穴3基は小規模な柱穴である。黒褐色系の遺物包含層上面から検出されているため、古代以

降の所産であることが推定されるが、限られた調査範留の中では建物の構成や規模を知ることが

できなかった。溝 2条も黒褐色系の遺物包含層上面から検出されており、灰色系の砂質土を埋土

とし幅約O.9m、遺存した深さ約O.2mをはかる o 6m程度の間隔を開けて同じ規模で東西方向に掘

られていることから、耕作地を区画するものと考えられる O 古代末頃に掘削された条里地割に伴

う溝である可能性がある。井戸は重複関係から、この溝より以前に掘られたものとわかる。約 4

分の l程度しか遺存しておらず、掘形の復元直径は約1.6m、遺存した深さ約O.5mをはかる O 検出

時には遺存していなかったが、その規模等から同時期の井戸遺構と同様、二段重ね程度の曲物を

井筒としていた可能性がある。これらの遺構の基盤層をなす黒褐色系の包含層は南に向かつてゆ

るやかに傾斜し落ち込み状に層厚を増す。大きく見ると上・中・下層に分離され、特に中層では

部分的に土器が集中して廃棄された状況が看取される。

( 3 )出土遺物

各遺構出土遺物(第13函)

井戸出土遺物 1は、黒色土器A類椀である。口径は15.4cmに復元され、残存高は3.4cmをはかる。

内外面には横方向ヘラミガキを施すが、特に外面のミガキは粗雑で、内面も隙聞が目立つ。口縁

端部の内慨には、幅 2mm程度の凹総状の沈線が施されている。 2は、土師器坪である。口径は

￥-==::l::c---:d;;~ 

~一一三三7

モ二¥τノ
O 10cm 

¥戸=匡主プ二/

第13~ 出土遺物 1 (1: 3) 
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2.調資の概要

¥;..f..7 
8 

ι二 二sj
O 10cm 

「ー

14.6cmに復元さ

れ、器 高 は

3.6cmをはかる O

9 

内面および口縁

部には横ナデが

施される O 体部

外面の調整は不

明で、押庄痕も

確認できない

が、手づくね成

形によるものと

考えられる。こ

れらのj童物から

持期は確定しに

くいが10世紀後

頃の可能性が

考えられる O

j蕎1出土遺物

3は、土師器

椀の底部であ

る。高台径は

10 主主i少然

11 8.4cmに復元さ

れ、残存高は

0.9cmをはかる O

高台は粘土紐を

貼付け、ナデにより整形している O 底部内外面の調整は不明で、あるが、手づくね成形で、ある o 4 

O 5cm O 10cm 

第14図 出 土 遺 物 2 (※ 1~9 は 1 : 3、10は 1: 2、11は 1: 4) 

は、「てjの字状口縁の土師器皿である O 器壁は 2mm前後と薄い。口径は17.9cmに復元され、残

存高は2.0cmをはかる。 10世紀末~ll世紀初めの所産と言える O

柱穴1出土遺物 5は、縁軸下地となる無柏閥器椀である。高台径は6.4cmに復元され、残存高は

1.9cmをはかる O 高台内部をケズリ出して高台を成形している O 底部内面にはヘラミガキが施さ

れるが、外面は囲転ヘラケズリ痕が残る。京都産のもので、 10世紀前半の所産である O 下層から

の混入品となる可能性が考えられる O

包含層下層(第15図 1は、京都産の緑柑陶器碗である O 口径14.0cm、器高2.6cmをはかる O

底部にはケズリ出しによる円盤状の高台がつく。内面は綾密なヘラミガキ、外面には回転ヘラケ
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2.調査の概要

ズ1)が、また口縁部内面に圏線状の沈線が施されている。全面に施糊され、見込みには重ね焼き

の痕跡が認められる。 9世紀後半の所産である。 2，土、在地産の土師器杯である O 口径は15.4cm

に復元され、残存高は2.9cmをはかる。器高は明らかに 3cmを超えることから、杯と判断した。

内面および口縁部外面は横ナデを施す。体部外面の調整は明確ではないが、手づくね成形による O

3は、在地産の土師器皿である。口径は12.4cmに復元され、残存高は2.5cmをはかる。内面およ

び口縁部外面には横ナデを、体部外面には右上がり方向の押庄痕が見られる O

包含層中層(第15図 4~6 は、黒色土器A類碗である o 4の口径は13.4cm、高台径は6.8cmに

復元され、器高は4.9cmをはかる O 外面はヘラケズ 1)の後に不定方向のヘラミガキを粗雑に施す。

内面には乱雑な不定方向のヘラミガキを、見込みには一定方向のヘラミガキを比較的密に施す。

底部には、比較的しっかりした高台が貼付けられている。口縁部内面はナデにより、やや凹穂状

に凹む。 5の口径は16.2cm、高台径は9.4cmに復元され、器高は4.9cmをはかる O 体部外面は、押

庄の後に粗雑なヘラミガキが施される。内面には、幅 2~ 3mmのヘラミガキが乱雑に施されて

いる。日縁端部の外側は面取りされ、上方に鋭く立ち上がる。底部には、断面三角形状の高台が

貼付けられている o 6の口径は13.0cm、高台径は6.2cmに復元され、器高は3.5cmをはかる。外商

の調整は不明で、ある。内閣には横方向のヘラミガキを施すが、口縁部付近は粗雑で、ある。断面台

形状を皇する高台が貼付けられている。なお、 6の器壁は 2mm前後と他に比べて薄く、また口

縁端部が外反する点で、他と異なる o 7は、黒色土器B類碗の底部で、高台径は9.0cmに復元され、

残存高は1.7cmをはかる。見込みには一定方向のヘラミガキが密に施され、また底部外面のうち、

高台内にも一定方向のヘラミガキが密に施される O やや高脚状を皇する高台の畳付は段状に凹ん

でいる o 10世紀後半の所産となる。 8は、京都産白色土器の小碗で、胎土は明灰白色を呈し、比

較的鍛密である O 口径は9.8cmに復元され、残存高は1.9cmをはかる。口縁部には強いナデが施さ

れ、端部は外反する。なお、京都産白色土器碗は、これ以外にもう 1点出土しているが、口径の

復元が国難であったことから図化しなかった。 9・10は、在地産の土師器椀である o 9の口径は

13.4cm、高台径は7.6cmをはかる O 体部外面には押庄を、口縁音防ミら内面には横ナデを施す。 10

の口筏は16.0cmに復元で、きるが、ほかの遺物と比べて非常に大きく、復元債には疑問の余地を残

す。器高は4.0cmをはかる。体部外面には右上がり方向の押圧を、口縁部から内閣には横ナデを

施す。底部に、断面三角形状の高台が貼付けられる。 11~14は、在地産の土師器杯である o 11の

口径は13.6cmに復元され、器高は3.5cmをはかる O 体部内面から口縁部外商にかけては横ナデを、

外面のうち体部・鹿部には押圧が施される O 押圧に方向性はあまり認められない。 12の口径は

13.4cmに復元され、器高は3.9cmをはかる o 11と同じく、体部内面から口縁部外面にかけては横

ナデを、外閣のうち体部・底部には押圧が施される。 13の口径は13.8cm、器高は3.5cmをはかる。

体部外面の押圧が右上がり方向となる以外の特徴は、 11と同じである o 14の口径は12.4cmを、器

高は3.8cmをはかる。口縁部から体部内閣には横ナデを施し、体部外面には右上がりの押圧を施

す。底部外語には、左方向へ加圧するような押庄痕が認められる。底部内面の調整は不明で、ある。
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第羽章豊島北遺跡第 5次調査

15は、京都産縁粕陶器の盟である。高台径は5.4cmに復元され、残存高は1.0cmをはかる。外面の

うち、高台から底部にかけて露胎する。内面には回転ナデが施され、ミガキはみられない。 10世

紀前半の所産となる。 16~19は、在地産土師器の皿である。 16の日経は 13.0cmに復元され、器高

は2.7cmをはかる。内面は摩耗しており、調整は不明であるが、 17とほぼ同じと考えられる o 17 

の口径は12.0cm、器高は2.5cmをはかる。内面から口縁部外面にかけて横ナデを、体部外面には

左上がりの押症が施される。 18の口径は12.8cmに復元され、器高は2.9cmをはかる。体部外面の

押圧に顕著な方向性は認められないが、それ以外の謂整は17と同じである。 19の口径は13.6cm、

器高は2.8cmをはかる O 体部外面には、右上がりの押圧が施される。なお、 19を除く盟の底部は

丸みを帯びるが、碗・均二の多くは平底状になるものが多い傾向が認められる。 20は黒色土器A類

の鉢である。口径は23.8cmに復元され、残存高は5.8cmをはかる O 体部は内反し、口縁端部の上

端は平担に仕上げられる。体部外面は風化しているため、調整は不明である O 内面は横方向のハ

ケの後に!幅 3mm前後のヘラミガキを粗雑に施す。 21は篠窯産の須恵器鉢である O 口径は30.0cm

に復元され、残存高は5.8cmをはかる。玉縁状の口縁部から、鉢Cによヒ定でき、 10世紀中頃の所産

となる。 22・23は土師器斐である。 22の口径は21.4cmに復元され、残存高は9.7cmをはかる O 口

縁部には横方向のナデを、体部外商には押圧が、体部内面には横方向のハケが施される o 23の口

径は17.9cmに復元され、残存高は4.2cmをはかる。口縁部には横方向のナデを、頚部外聞はケズ

リの後にナデを施したような痕跡が認められる O 体部外面には押圧が、体部内面には横方向の板

ナデが施される。

包含窟上層(第14図 1~ 3は、黒色土器A類の碗である。 1は口径15.8cmに復元され、残存

高3.9cmをはかる。外国のうち、口縁部には横ナデが施されるが、体部の調整は明確で、はない。

また、内面も風化しており調整はあまり明確で、はないが、不定方向のヘラミガキが確認できる。

2の口径は17.4cmに復元され、残存高は4.6cmをはかる。体部内面には、幅 lmm前後のヘラミガ

キを密に施すが、口縁部にはヘラミガキがみられない。また、端部上端には段状の沈棋が施され

る。外面の調整は不明で、ある o 3の口密は13.6cmに復元され、残存高は3.0cmをはかる。内外面

には、規則性に欠ける横方向のヘラミガキが施される o 4は、在地産土師器の碗である O 口窪は

15.8cmに複元され、器高は4.0cmをはかる。体部外面に右上がり方向の押圧が、それ以外は横ナ

デを施す。ただし、見込みの調整は不明である。体部と底部の境界に、断面三角形状の高台を貼

付けている。 5~ 7は、在地産土師器の杯である。 5の口径は13.0cmに復元され、残存高は

3.5cmをはかる O 体部内面と口縁部には横ナデを、体部外国には右上がり方向の押庄を施す。 6

は口径14.0cmに復元され、残存高は3.5cmをはかる。調整上の特徴は、 5と同じである o 7の江

径は16.0cmに復元され、器高は3.1cmをはかる。口密に対して器高が{まく、盟の可能性もある。

調整上の特徴は 5と同じであるが、体部外国の押圧には顕著な方向性は認められない。 8は在地

産土師器の皿で、口径12.0cmに復元され、残存高は2.1cmをはかる。調整は先の在地産坪と同じ

く、克込みには一定方向のナデが施される O 体部と底部が比較的明確である。 9は大型の土締器

Q
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3. まとめ

盤か鉢になると考えられる器種の高台である。高合径は15.0cmに復元され、残存高は1.8cmをは

かる o 10は長沙窯製水注の把手部分である。 3本の棒を並べた把手と型出しによるナツメヤシの

意匠が特徴となっている。内面は囲転横ナデを施す。 9世紀の所産と蓄える。 11は、土師器斐で

ある O 口径は11.8cmに復元され、残存高は5.1cmをはかる O 口頚部内外面には横ナデを、体部内

面には押圧痕がみられるが調整は不明、体部外面の諦整も明確に把握できない。口縁部は、やや

直立気味に立ち上がる。

出土遺物のまとめ 以上、包含層から出土した遺物を概観すると、 出土遺物は京都産緑粕陶

器から 9世紀後半に、中層出土遺物は篠窯製の鉢が10世紀中頃、京都産緑粕陶器が10世紀前半、

黒色土器B類は10世紀中頃~後半とやや時期幅があるものの、概ね10世紀中頃と考えてよいだろ

う。上層については、あまり特徴的な遺物がないため、時期は特定しにくい。また在地産土蹄器

の形態や法量にも決定的な違いは見出しにくいため、ここでは時期を特定しなしミ。なお、包含層

上障に掘削された遺構をみると、井戸が10世紀後半と推定できることから、上層出土遺物と中層

出土遺物にあまり時期差がなくてもよいものと判顕する O ところで包含層中から出土した遺物に、

長沙窯製水注片と京都産自色土器といった特殊な遺物が含まれていた。長沙窯製水注が普通の集

落遺跡から出土したという事例はこれまで開いたことはなく、また京都産自色土器も平安京以外

では京都盆地でもあまり出土しないものとされる O そうした遺物が在地産土師器とともに出土す

ることに、当調査地周辺に展開しただろう建物群の特殊性が想定されよう。

3. まとめ

今回の調査では、一部 9世紀後半に遡る可能性を持ちながら、 10世紀中頃に盛期のある遺物包

が検出されており、遺物の出土状況から廃棄の単位が認められるため、直近に生活空間が営

まれていたことはほぼ間違いないと考えられる。また、 10世紀後半に揺られた井戸は建物群に伴

う遺構であると考えられるが、 11世紀には条里地割に関連する溝によって壊されていて、当調査

地周辺ではごく短い関に建物群が廃絶していることがわかる O 該期には豊島北遺跡の東側や周辺

遺跡でも建物群が散見されるが、それぞれが同様に短い期間しか存続せず、豊島北遺跡の西側で

も11世紀代に見られる集落形態の再編、集{主化という動きの中で、集落の成立と廃絶を捉えうる

ことが今回初めて確認された。

一方、出土遺物の質的な特殊性を勘案すると、当調査地周辺にあった建物群が非常に特殊な性

格を持つものと推定せざるを得ない。しかしながら、今回の調査は槌めて醍定的な範聞でのもの

であるため、建物群の規模や構成など詳細について知ることができなかった。今後の題辺での調

査成果の蓄積が期待される O
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第IV章本町遺跡第36次調査

第N章本町遺跡第36次調査

1 .調査の経緯

平成21年3月18日、本町 4了自 166-

4の地点において、個人住宅建築に伴う

発掘の届出が提出された。これを受けて

平成21年 3月初日、確認調査を実施した。

敷地内 2か所の坪掘りの結果、現地表下

約30cmの段丘患において柱穴と見られる

遺構を確認した。予定される建物の基礎

が遺構面に損壊を与えることが明らかな
O 

ため、施主・設計業者との協議にもとづ 第16図調査範囲国 (1 : 300) 

き、平成21年 4月13日から 4月28自の日程を得て本調査を実施する運びとなった。

2.調査の概要

( 1 )基本層序

10m 

当調査区は、本町遺跡のエリア内でも北西方の最も縁辺部に位寵する O 千里J11を直下に見下

ろす段丘の端部付近に位寵し、遺跡中央付近から当地点まで地形はほぼ水平につづく。

第17菌調査地位置罷 (1 : 5，000 ) 

21-



2.調査の概要

心コ

落ち込み
SP-11 

品

O 
~二エエ工こE-SR8

SP司 12

↓力
向
印
田
口
ヨ

1.主主wiパラス数。 8.黄褐色 (IOYR5/6)細粒砂~中粒砂{こ基

2. j党乱こ仁。 幾層の黄色 (5Y8/6)粘土~給i絞砂ブロック

12. オリーフ褐色 (2.5Y4/4) シルト~締粒砂。

13. t立褐色 (2.5Y5/4)シルト-*I!I粒砂lこ基盤

3. I日建物の布恭礎パラス。 5%含む。 時以1I粒砂フロック20%含む。

4.基盤関17の後百L土でオリーブ褐色 (2.5Y 9.黄褐色 (IOYR5/6)級粒砂~中粒砂lこま左

4/4)中粒砂多く含む。 量生腐の毅色 (5Y8/6)粘土~絢粒砂ブロック

5.資褐色 (2.5Y5/6)粘土~シルトに!夫オリ 3%含む。

一ブ (5Y5ρ)*m粒砂30%含む 10.黄褐色 (2.5Y5/6)中粒砂。流水地穏と見

6.灰オリーブ (5Y5/2) シルト~締役砂にオ られる混じりけのない砂。

ワープ褐色 (2.5Y 4/4)粘土15%含む。 11.策褐色 (2.5Y5/4)細粒砂。混じりけのな

7.灰オリーブ (5Y5β)細粒砂~中粒砂。 い砂。

14.黄褐色 (2.5Y5/3) シルト~指11粒砂。

15.策褐色 (IOYR5/6)粘土。砂混じり。

16. 1fJ.褐色 (IOYR5/6)粘土~シノレト。混じ

りげのない粘質土。

17. 段丘問。法霊J~o 淡黄色 (5Y8/4)砂十明

実褐色 (IOYR6/6)粘土~中位砂のブロッ

ク混合土。

第18図調査区平面・断面臨 (1 : 70 ) 

当地点の基本層序は、近世以後の耕作や既存建物の基礎地業の影響によりプライマリーな状

態をとどめていなかった。ただし土層断面図の16は、遺物こそ含まないものの、混じりけの少

ない黄褐色粘土を主体とした土器であり、中世にさかのぼる可能性も考えられる O

( 2 )検出遺構

柱穴、もしくは杭と見られる小ピットが13借検出された。このうちsP-2、3、4、5、13

は規模、深度が一定するほか、柱痕をとどめるものが多く、矩形の配列を見せることから、同

一建物の柱穴である可能性が高い。規模は東西3.56m、南北2.5m以上を計る。若干の須恵器片

と土師器片から古墳時代後期に属する可能性が高い。

また東西の段丘ラインに並行して走る溝 1~ 5は、若干の遺物から近世以後の耕作に伴うも

のと考えられる。なかでも溝 3は、幅30cm、深さ25cmで、断面U字状に掘られ、砂の堆積から

排水を意図して掘られたものと考えられる。

東側に隣接する本町遺跡第27次調査の成果とともに、段丘縁辺付近まで古墳時代集落が広が

ることを明らかにした点は重要な成果である O

2
 

2
 



第V章 山ノ上遺跡:第19次調査

第V章 山ノ上遺跡第19次調査

1 .調査の経緯

鋼人住宅の建築に先立ち 4月28日に確認調査を行

ったところ、現地表下0.3m前後のところで遺構面を

検出し、その上顎で柱穴を確認した。

一方、施工業者によると、ガレージ部分に限って

現地表より約0.7m下まで掘削する必要があり、協議

の結果、この部分については記録保存が必要となっ

た。このため、ガレージ部分の掘削範囲となる40m2

を対象に、本謂査を行うことになった。
、、

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 /

 /
 

2 . 調査の概要

( 1 )基本層序 === 
o 8m 

当調査涯では、現地表から約0.3~0.5m下のところ 第19図調査範囲毘 (1 : 200) 

で¥段正形成層となる明黄褐急細粒砂署を確認した。

現地表面以下には、現状の宅地造成に伴う盛り土、その下には宅地化以前の耕作土、また謂査

今コゥ“



2.調査の概要
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9.以黄色 (2.5Y6/2)*1l1:i'土砂~綴iI'H1:fli:砂篠を少王(含むc jtL幾年jブロッ

クを後少ll(含む。

10.褐灰色(lOYR5/1) 滋t指紋砂~縦粒砂 シルト1!7む。 1援を筏少-'fl.含む。

11.潟灰色(IOYR6/l)主主朝日粒砂~祁I*li:砂 法ií~IØ ブロックを少]1::含む。

中半"JL砂を少てfむo 誌を少五?含む。 iMil:12. 1的灰黄色 (2.5Y5β)羽目粒砂lこ中校砂を少含む。 l擦を短少長1:1苛む。

13. IIl'iP，1t'iE'. (2.5Y5/2)調11粒砂:こ'1'1'立砂を桜少長会むo .援を少合む。

14. 11[;灰i紫色 (2.5Y4/2)絢絞砂lこ中粒砂を綴少数合むo j禁を少::]1:含むC

15.褐灰色(lOYR4/J)僚組I:fJ!:J昔、 主主主主駁ブロックを少合む。

16.潟灰色 (IOYR4/l)iI'llI絞砂 肉色援制砂ブロ yクを含む

17.褐灰色(lOYR5/1)綴湖絞砂 基盤段ブロックを少;止含む。

O 

1 褐色(lOYR4/6)締役砂

2. 裕色(lOYR4/4)部111主砂 基盤ブロ yクを多く含む。

3. fft褐色(lOYR5/制緩，'1l1粒砂 tl~fl~階フロックを少没含む C

4 立'!1EH立(lOYR5/6)綱粒砂

5. 均灰色 (IOYR5/1)朝日絞砂

約ブロックを少数合む。

6. 1.天黄色 (2.5Y6β) 説1I:fli:砂;こ '1' ;f':~6j;を多く合む。際を少致合む。1Iiiíll

際ブロックを総少;止含む。

7. 11音民放色 (2.5Y5/2)iI'1l11立砂iこ小砂を少滋含むc 擦を少51含むc

8. 11音!天黄色 (2.5Y5β) iÍ'1l1粒砂:こ 'j'1~L砂を極少長含む。 t濯を少致合む。

: 50) 調査区半面・断箇図(1 第21国

区東部の一部に限って遺物を含む褐灰色細粒砂層の}II震に堆積し、段丘形成層にいたる。

( 2 )検出した遺構

一部には褐灰色細粒砂窟の遺構はすべて段丘形成層の上閣で検出したが、今自の調査では、

上国から掘削されたものもあると考えられる。

当調査区からは、多数の柱穴と溝4条を検出した。柱穴の多くは、後世の開発によって著し

く削平されており、保存状態が良好なものでも深さ 15cmを超えるものはなかった。以下、各遺

構について報告する。

調査区東部で検出した 4条以上の溝であるが、調査医北壁の断面にみえるとおり、

-24一
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複雑に重複する O このため、それぞれ

の溝の規模は把握しにくいが、|幅0.3

~l.Omになると推定できる O 埋土の堆

積状況から、近世の耕地に伴う水路と

考えられる O 肥前系磁器碗や瓦が出

しており、 19世紀頃の所産と考えられ

第V章 山ノよ遺跡第19次調査

。一
SP03 

13.25m 2 2 

5 3 3 

る。 o 2m 
一一一一一一一-1

柱穴列 1 諦査区北東部で検出した SP01 

1. 潟1民色(lOYR4/1)拘留日校砂 法長ブロックを少含む。

方形状の平田形を呈する柱穴 3基から

なる o SP01はほとんど基嵐面しか残存

していないため平面の形状は歪んで、い

るが、本来は方形であった可能性が残

る。 SP02. SP03は一辺0.55~0.6m をは

かり、新面で確認された柱痕は産径25

cmをはかる。

SP02 

1.;詰灰色(lOYR4/1)朝日投砂 j主H主総長i粒砂フロックを合むつ 1--器羽目1¥♂を奴少

j八、ョト、
山 υ。

2.泌氏色(lOYR4/1)湘校砂 I"J色箆締役iij;7口ァクを少;IU??むつ土日if者J)!，を極少i止;;-む。

3. 灰色(lOYRS/l)短縮粒砂 jh怒号jブロックを少註合む。

4 .渇灰色(lOYR5/1) 誌ifiU粒砂 恭絵版ブロックを多くて'iむ3

5. )~fJif}司ブロァク:ニ筒灰色 (lOYR4/l)長器11校砂を多く含む c

SP03 

1. 潟以包 (IOYR4/1l僚級校砂 )j~盤;';'17 口ックを係少::1::合むつ

2. Ui淀潟忽 (IOYR5β)悲IIt之砂 !t競争jブロックを少渋含むc

3‘氾以包(lOY設5/1l主総:tlI沙~ンルト ブロックを少i止{!?む

第22図柱穴列 1平面・断面図 (1 : 40) 
SP01とSP02の間隔は0.75m程震で、

SP02とSP03の陪踊は柱芯で、1.9mをはかる。柱穴からは若干の遺物が出土したが、すべて細片で

あった。このため、柱穴列 lの時期は特定できない。ただし、出土した遺物に古墳時代後期以

える O

降の所産と考えられる須恵器の細片が含まれていたことから、柱穴列 lはこれ以降の所産と

3. まとめ

当調査区は遺跡の南部にあって、その周回には第 3次調査区があるものの、あまり本格的な

発掘調査は行なわれていない。第 3次調査区では、弥生時代前期の溝などが確認されているが、

当調査区との関連性は認められない。このため、集落の実態を具体化することはできない。

ただし、丘陵南側の緩斜面にまで、古墳時代以降の建物群が展開することが判明し、古墳持

代から古代における当遺跡の集落範囲が丘陵の全域に広がる可能性が考えられるようになった

ことの成果は大きい。

また、今回検出した遺構から、調査区題曲に集落関連遺構が分布することは容易に推定でき

る。よって、居辺における開発においては、集落が存在することを特に留意する必要がある O
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第Vl章蛍i也西遺跡第17次調査

第VI章蛍池西遺跡第17次調査

1 .調査の経緯

共同住宅の建築に伴い、 5月22日に確認調査を行っ

たところ、現地表面下1.0~1.3mのところで基盤層を確

認し、その上田で柱穴を検出した。

一方、計画されている建物は鉄筋コンクリート造 3

階建てで、耐震性能上の制約から建物の基礎構造は変

更できないため、これらの遺構が破壊されることは避

けられないこととなり、記録保存のために発掘調査が

必要とされた。

よって、協議を行ったところ、建築申請者は零細な

事業主にあたることから、発掘調査にあたってはその

一部を国庫補助の対象として行うことになった。

なお、確認調査で遺構が検出されたのは、敷地の東

側に限定された。このことから、本調査も遺構が分布

すると推定された、敷地東半分の220ぱについて行なっ

た。

一一 J

Lと~
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o 

第23関調査範囲圏 (1 : 500) 
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L 「一一 一"'一一一一…… i 
1.1.パ色 (N4/)帯1If.i.i告、相l:l'，1.砂時正iをw少J1t:をfrむ。 111緋1'101: 7. 1.反抗住j色 (JOYR6β)似刺殺砂-，illl1'，)砂 <1'1"1砂を介むo)1~1 制ブロ 12 茂氏色 (2.5Y幻 1) 調IIN 砂-<l';f，f.fij;州 ~Jrl"1 ブ口 y クを少 i止合む。

2.以色 (5Y6/1).j，liklll:bi:iij; <I ':N砂~羽l:t立砂を多く ji;む。イJ を~~\少な合む。 ックをf'iむ。 13. il'iJ火色 (2.5Y5/l)1')到11粒砂 <11牧砂を少It::{i7むot~tlJt I)'1 ブ口 Y

3. 11，此悩色(JOYR5β)調111出世<1'1'，1.砂を多く合む。 8. f日以色 (IOYR引1)j 反乱11:1，1.砂~剥|校砂 クを1-~ J;~:~苛む。

4. l}i:):!<色 (2.5Y6/1)似調1I;j'((砂 <1'校砂を{iiむ。 9.Jバ色 (5Y6/1)村ikjll:tv:砂 剖1I 1: ，i:i，沙を合む。 J バ ~}O?ì ブ口ツクを少 :jÎ:1すも。 14. Jパ色(5Y5/1)級制話料砂 決能町，1ブロックを少;止命む。

5. J五色(5Y5/l)キ111校砂-<l':I'，);iJ沙 10. 対!ポ色 (IOYR6/1).f.ii釧紋紗 '!1;f;Uij;を叫併合むυ

6. J1<.Wt色 (2.5Y6/2)制11枇砂 3↓1粒砂を介む。 11.J丸色(5Y5/1)似納税砂にシルトを合むo)¥1子機肘ブロックを少;J::合む。



2. 調査の概要

( 1 )基本層序

第¥t1業 蛍池酒造跡第17次調査

当調査臣では、現地表から約O.8~ l.lm下まで現代の造成土、その下に耕作土、床土、成~灰

黄色細粒砂、福灰色極細粒砂、段丘形成1曹となる明黄色極綿粒砂層を確認した。また、これら

の堆積土のうち、褐灰色撞細粒砂層から極少量の遺物が出土した。

多くの遺構はその

今回の調査では、遺構はすべて段丘形成壇上面で検出したが、 観察の結果、における

た。

に堆積する褐灰色極細粒砂層の上面から掘削されていたことが確認され

( 2 )検出した遺構

当調査区からは多数の柱穴・土坑と溝3条を検出した。これらの遺構は、 に堆積する褐

灰色龍細粒砂層の上面から掘削されているため、検出時に保存状態が良好なものは少なかった。

また、柱穴からは建物に復元できるものはなかった。ただし、それぞれ北東あるいは北西方向

に沿っていくつかの柱穴列は復元できるので、簡素な掘立柱建物が展開した可能性は十分にあ

る。以下、主要な遺構について報告する O

溝 1 謂査区東部で検出した、南北 9m以上に伸びる溝である。そのほとんどが調査区の

東側にあるため、規模は明確にはできない。ただし、検出部分で'QJi'jiO.4m、深さ0.45mをはかるの

で、相当の規模になると想定できる O

堆積土のうち、 部分は人為的な

埋め戻しによる堆積土、下層は流出

した基盤層が再堆積したものとなる O

この間に止水性の堆積土は確認でき

ないことから、*が流れたり、常時

i留まるような環境にはなかったと判

断でき、河川や水路の可能性は否定

できる O 一方、柱穴などの遺構は、

調査区の東側に向かつて密度を増す

傾向にある。このことをふまえると、

この溝が建物群の周囲に巡らされた

医酉溝になる可能性が高い。

なお、溝 lからは古壊時代後期以
O 

降の所産と考えられる痕恵器斐の体 i 

部片が出土しており、それ以降に招

17.8m 

断頭1
8 

17.8m 

2 

断面2 4 

50cm 

断面1

1. にぷい黄褐色 (IOYR5/4)綿粒砂~経粒

砂 基盤的ブロックを桜少泣含む。

2. Iこぶい放機色 (IOYR6/3)誕11校砂(*1，[生

強い) 中粒砂を桜少ii;一合むo ~主主主陪ブロッ

クを僅少設含む。

3. 褐灰色 (IOYR6/l)i霊前IIt立砂 防包中絞

砂を問状に含む。恭苦言!諮ブロックを少長含む。

4. 褐灰色 (IOYR6!1l極細校砂(粘性強い)

恭滋腐の符対jJj'i土を多く含む。

5. 褐灰色 (IOYR6/]) シルト 中粒砂を綴

少2ir含むc 基盤府ブロックを極少量含む。

6. 褐灰色 (IOY立6/]) シルト 中粒砂を多

く含む。法主主月号zブロックを多く含む。

断酒2

1. 褐)火色 (IOYR6!1l剥粒砂~粗粒砂務

2:J:府ブロックを少号令含むc

2. 褐灰色 (IOYR6/l)中校紗~粗粒砂基

盤的の屑状フロックが交友によtt総するコ

3. 褐灰色 (IOYR6!1l ~，lII iぷ:砂中校砂を多

く含む。まま設!習ブロックを核少1j1含むc

4. 渇灰色 (IOYR6/じゅ粒砂 ~怒粒砂恭

盤!雰ブロ yクを極少支含む。

第26図 溝 1断面図 (1 : 20) 
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3. まとめ

削されたと推定される O

溝 2 調査区南東端で検出した幅25cm、深さ 5cm前後の講である。本来は包含層上面から

掘削されていたと考えられるので、実擦の規模はこれ以上となる O この溝からは古墳時代後期

以降の須恵器片が出土しており、溝 1と同じくそれ以降の所産と推定される。

3 .まとめ

今回の調査は、蛍池田遺跡北部における集落の初めての発掘調査となる O これまで、この遺

跡の中部から南部にかけて、阪神高速自動車道池田延伸棋の建設に伴って、本格的な発掘調査

が行なわれてきた。その調査では、弥生時代終末期~古墳時代中期の集落・河川、古墳時代後

期~奈良時代の粘土採掘坑群、平安時代中期の建物群などが確認されている O また、第 3次調

査区では、弥生時代終末期から古代の溝が確認されている。しかし、今回の調査区と阪神高速

自動車道の調査区などは離れており、今のところそれぞれの調査区を関連づけることはできな

しミ。

一方、今回の調査で出土した遺物は少なく、溝 1・溝2が古墳時代以降に推定できる以外に、

各遺構の時期は特定しにくい。また検出した柱穴から、明確な建物は復元できなかったため、

集落の性格については今後の課題としておきたい。ただし、今回検出した溝 1・溝2は、調査

区の東側へさらに広がることは明らかである O 特に、調査区の東測に古墳時代以降の建物群の

中心があることは、十分に予見される O よって、周辺における開発においては、集落および単

独の建物群が存在することを、特に留意する必要がある。

nu 
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第四掌 内田遺跡第 9次調査

第四章 内田遺跡第 9次調査

1 .調査の経緯

当調査区は桜の町 3丁目指-

lに所在する O 平成21年7月21

日に提出された埋蔵文化財発掘

調査の届出に基づいて、平成21

8月 6日に確認調査を行った

ところ、地表下50cmで、遺構面を

確認した。予定建物の基礎は当

初遺構面に達しない計画であっ

たが、その後、設計変更で地表

下 2mに及ぶ柱状地盤改良工事

を実施することになったため、

遺構面の破壊は免れず、協議の

結果、本発揖調査を実施するこ

とになった。調査期間は平成21

年 9月I白から 9月10日、調査

面積は28ばである O

N
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第27臨調査範囲函 (1 : 250) 

第28回調査地位置図 (1: 5，000) 
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2.調査の概要

2. 調査の概要

( 1 )遺跡の概要

内田遺跡は千里Jl I西岸の中~低位段丘上、標高35~38mのなだらかな地形上に立地する集落

遺跡である。昭和62年(1987) の遺跡発見からこれまでに実施された 8回の発掘調査の結果、

遺跡の盛期は古墳時代後期~飛鳥時代(6 世紀後半~7 世紀初頭)であることが判明している。

この古墳時代後期~飛鳥時代の集落は、府道箕面豊回線よりも東方に展開しており、竪穴住罷

および掘立柱建物で構成され、千里)11流域における当該期の集落としては本町遺跡に次ぐ規模

であったとみられる。さらに遺跡北方、千里川上流域に展開する桜井谷窯跡群における須恵器

生産に直接関与した集落であった可能性が高い。その一方で、遺跡東端部の段E末端付近でな

された第 2次調査では縄文後期の遺構と遺物が、関西端部(柴原町 3了白地内)で実施された

第 8 次調査においては幅約 3mの堀を伴う中世後期(l5~16世紀代)の居舘跡が検出されるな

ど、他持期の集落関連遺構の存荘も確認されている O

遺跡北端部に位置する今回の謂査地一帯は、内問遺跡のなかでも実惑が不明瞭な地域であっ

たが、発掘調査に先立つ確認調査時に中世とみられる土器片を伴う遺構が検出されたことから、

調査地一昔には該期の集落関連遺構が所在する可能性がある。

( 2 ) 基本層序

当調査区における基本層序は 4患で構成され、現地表面から遺構検出面まではおよそ50cmの

深度をはかる。

第l層 現代の盛土である O 層厚は約40cmで、ある。

第2層 にぶい黄櫨色(lOYR6/4)援組粒砂。層厚は約 5cmで、ある O 宅地化直前段階までの

耕作土である O

第3層 灰黄褐色極細粒砂(lOYR5/3)極細粒砂。層厚約 5cmで、ある O 古墳時代~近世にわ

たる遺物包含患である。

第4層 明黄褐色(lOYR6/6)極細粒砂。当調査区における基盤層・遺構検出閣である O

( 3 )検出した遺構

基盤層(第 4)嘗)上面において検出した遺構は第29閣に示す通りであり、その概要は以下の

通りである。

. i蕎1 調査医内における検出幅、深度はそれぞれ約 1m、O.15mで、あり、検出状態からして

調査区外へと車線状に伸びていくとみられる O 溝 lは、基底面はほぼ平担であり、埋土を観察

する眠り、機能時は水路など常に水を張った状態よりは、土地境界を明示するための区画溝な

どといった水路以外の利用形態が想定される O また、溝 lの基底面付近では、大小の角牒(最

2
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内田遺跡第 9次調査第1軍主主
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T.P'+38.um 

1.攻ftの凝土。 2.にぶい1lltt:色(lOYR6/4)認おIJfjL砂。旧耕作土。際(直径lcm未満)を少な含むご

3.1火設協包極経11粒砂(lOYR5β)短縮校砂。干上]壊11寺代~近世の遺物包含情。

4.(こぶい焚褐色(lOYR5/3)怒誕11粒砂c 灰白色(lOYR7/l)後綿粒砂を約20%含む。

5. IYJ Y't褐色(lOYR7/6)シルト~援総粒砂。灰11t~)色極細紋紗ブロック(亙筏2cm以下)を少量含む。

6. SjJ黄褐色(lOYR7/6)シルトと灰白色(I0YR7/1)主主制校砂、 IT<.]を褐色(l OYR4/2)~盗事 11*1砂の混合一以上ヒはおよそ7 : 2 : 1)0 

7.f島灰色(lOYR6/l)極細粒砂とにぶい毅後色(lOYR6/4)右翼説11粒砂の混合こと(約5: I)c 

8. AJJ 1I(*，'I色(lOYR6/6)シルト~極細粒砂。当該吉司ヨ奈良:のま主主霊感。

: 40) 調査区平語・断面図(1 第29図

(第30図)。蝶群は東と呼ぶ)がみとめられた大径 5~20cm) が集中する箇所(以下、「磁群」

西約 1 m、甫北約l.3mの範囲に集中し、大半の礁は重護せず基底面を覆うような検出状態であ

ったことから、人為的に溝の中に配置された可能性が高く、内田遺跡西端で検出された中世居

今コ今コ



溝 l出土の礁はもともと調査地

下で産出されるものではなく、外

部から持ち込まれたと考えられる O

その場合の産出地の候補としては、

調査地東方を貫流する千里J11が挙

げられる。現在、桜の町付近にお

ける子里川は洪水対策として

工事が施されているが、近世以前

は礁を採集することが可能な環境

であったと考えられる O

当該溝中からは少量ながら土師

器や須恵器砕片が出土しており、

なかでも土師器小皿片の特徴を参考にすれば、溝 lが利用された時代は中世とみられる O

2.調査の概要

1m 

。

b 、二三1
b

b 

1明黄褐色(lOYR7/6)シルトと灰白

色(lOYR7/1)極細;j主砂と灰黄褐色

(lOYR4，β)援総粒砂の混合土(その比

約7:2 : 1)。
T.P'+38.0m 
一一一 一一一一一一一 2褐灰色(lOYR6/1)極細粒砂と{こぶ

a ¥ -~語ブ " い賞燈色(lOYR6/3)板級車立砂の混合

\~必公íE-コι/ 土(その比およそ5:1)。

第30J'i{] 溝 1平面・断面国 (1 : 30) 

館(第 8次調査)や旧内田村集落

との関連について検討が必要な遺

構である。喋群中に一部焦げた痕

跡を残すものが存在することは、

これらの礁が当時の生活のなかで

領用されたことを示すものと考え

たい。

-溝 2~溝 6 調査区西部で検出した東西方向の溝跡である。これらは、検出幅15~30cm、深

度 5cm未満の非常に深度の浅い溝跡群であり、検出状態からほぼ同時期とみてよいと考えられ

る。一方、溝 1との関係は、 i葺の方向が平行または直交のいずれにも該当しないことと、埋土

の特徴が異なることから同時併存はなかったであろう。講を埋めた土からは少量ながら土師

器・磁器破片が出土しており、これら遺物の特徴と壌土の観察から、溝跡群は近世以持の耕作

に伴う鋤溝跡とみられる O

( 4 )出土遺物

今回、遺構に伴う遺物は溝 l~溝 6 からの中世~近世遺物(土師器、磁器)であったが、先

述の通り少量かつ砕片であったため、図化し得ていない。一方、遺構に伴わない遺物は大半が

基本層 3層(遺物包含層)からの出土であり、なかでも須恵器片が目立った。第虫歯はいずれ

も3}書出土である o 1の須恵器杯身は端部が欠けているものの、形態的な特徴から古墳時代終

末期頃 (TK209型式)の時期が考えられる o 2の土師器はいわゆる「へそ血」と呼ばれる小皿

片である o 3は肥前系陶器毘であろう O 復元口縁部直径は約l1cmで、ある o 2 . 3 は 16~17世紀
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代頃の遺物とみられ、付近に該期集落の存在を示唆し

ている O

3. まとめ

今回の調査では中世の集落関連遺構を確認した。中

世集落は、第 8次調査成果に示されるように遺跡西半

部(I日柴原村一帯)が注目される所であったが、今回

の成果によって調査区一帯にも中世集落が所在する可

能性が出て来た。明治18年の仮製地形図(大日本帝国

陸軍陸地測量部作成)に当該調査地点を重ね合わせる

と、調査地点はi日内田村の一角であることから、今回

確認された溝 lは、内田村集落に先立つ中世集落の一

第W主主 内出遺跡第 9次調査

4~二p=-~

宍マ司ヲ??

ミーLブイ
010cm  

第31図出土遺物 (1 : 3) 

部である可能性も考えられる O ただし、中世集落については今回溝跡を確認したのみで、居住

域(建物跡群)は未検出である O よって今後は、遺跡東半部における中世集落の動態を検討す

るための契機として、今回の調査成果は重要な意義を持っと考えられる。

その一方で、、古墳時代後期~飛鳥時代の集落については、調査地付近では縁辺部であろうこ

とも判明し、該期集落の北限を検討する上でも大きな指壊を拝ることになった。
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第四主主 確認調査の成果

第四章確認調査の成果

確認調査の概要

昨年度 l 月 ~3 月および今年度 4 月~ 12月の聞に個人住宅を対象に行なった確認調査は、

51件を数え、昨年度14件、今年度37件という内訳である O このうち、 15件の調査で遺構等が確

認され、うち 4件については協議の結果、豊島北遺跡第 5次調査、本町遺跡第36次調査、内田

遺跡第 9次調査および新免遺跡第63次調査として本格的な発掘調査を行なうこととなった。残

り11件については、建物基礎の設計変更などから、本格的な発掘調査には至っていない。

以下、確認調査の概要について報告する O 第32閣に掲載した調査地点位置図の番号および各

確認調査の番号は、下表の番号に対応する。

第 1表確認調査一覧表

3写まfi)~ i立段、名 Or1l:J出 ;~.~1i n お去、町、 [~l I有然の
調古、fえの 相当十; 告白与

1 1')、¥'111い立総 北条町 1T H 312-2:3 20090115 係人íJ:~亡没 30.16 住E f，llirJ号

つ 間H立遺跡 JJr{立五れi陪f2Tt182-8 20090129 知人{上'ゼ建設 6.1.2i !日5 仁 F事!f_l

3 ノト !;~1 Ht遺跡 ，)、':守恨lTfl219-6 2む090212 i1J1人iJ::-t:B!没 16.52 2兵 Clj[i}-.; 

1 1111ノ IIIノI:AT90-20)---"l'Hi 20090212 がl人住'亡法投 68.81 出..- 1 CI!HJヲ

11l!ノ i議長女 llJノ i二防f90-2ぴ) 部; 20090212 人{上宅建設 lOi.50 お ど f，tlH-匂

6 十五ェ~i!illtìì* 片付i以~2-J 日123 20090219 fj，1人u:'王建設 11.89 A月.-詩 ;'1げす

I \!~:ょと跡 1守lRri'i跨rn口156-9，10 20090226 J'i1人{民宅建泣 66.35 イf よみjと5;:人) 始Hl

8 桜主主出lft鮮 !tn-;;.:~家 1 丁目 15-1 20090305 関人住宅建設 69.31 .iliド I-I![r)ヲ

9 池遣隊 rt'~地中!日"'3T 11128 20090305 知人H:宅建設 128.10 {f {ff:，'E会後、依z立I事 伴内 さ浅

10 内!1li立践、 おミ0)関f31目li-5 20090305 伺人fi:-!::illl;Q: 53.93 干1 何点会後、依lfi工.)与 対iドマ 主ft宅:Jl

II J汗免遺跡 隠f3TIlJ.!-9 20090312 鈎人{I宅?主設 63.18 ギf !年合会後、 内 え交史

12 主上ず群 ノ，k'思，il:2TLl233-:1 20090312 !なl人{ど正法設 5.1.9.1 4控 ノ工 ;和句

13 本町遺跡 本町-!TFl166-.j 20090326 がj人1]:'乞建設 53.25 イf 本認交(本町36;)、) 後ITl

J.j 新免退院 EJI町2γ目124 20090326 が1人{ど吉正II誌 65.02 釘を 検出

15 '!.itjlQVlii笠宮キ 議池辺自11'1♂ fj.t-2，6，i 20090.102 約人也子乞むもI設 68.31 期E f-Ij[内

16 立3立Eキ 1立i郎元請f1TF181 20090130 伺人{l::-亡述設 5L11 f夜 イ f品m

rt:Jすz立F嘉 ドョjlJj烈f.JTtl38-1.1 20090130 何人口宅ilil没 ;'50.22 f右足 h5jHi 

18 本町遺跡 イ二ruf.JTJJ.J9 20090521 刻人住吉建設 52.80 千; frf)'L三去、 i点項C:'!手 t~ fIl )t~隊法

19 丹詰;司"立長率 1空m14i羽16TillO-.1 20090521 やj人日宅えttld 35.81 1釦1I

20 能 jlfW遺跡宇i洋 熊野町.JTrI98-3 20090601 伺人!主宅没 5.1.00 判t ，f;:J二 協fll

21 前キ 立tiilupmT3TFl 3:2 ~2 20090602'" 30 i思nJ好目立 81.00 " 立会?と、 開1勾
|路占嘉をとほ;に

つ句ワM 桜どヂ"i~íJ長u宇 キH;;r~3γ 目 10 ，1~2 20090611 何人fl宅'(li，没 18.66 怜[11

23 十主2京rfr.lft1辛 1十'H主f5:3-1日lO.i-2 20090611 例入H:~t:述;之 19.2'1 主己勾乞 お I MII1l 

2.1 ItaJEij遺跡・打群 rllti<f5~2T f:l35:)-8 20090618 何人fI宅ill，，!i: 70.78 J、副 去に 偽III ζ浅

25 j(ftH~-，~lむrtjrf: イポW'3TfI30-3 20090625 が!入住宅建s没 62.，11 然 ヱ MifH 

26 ョヒ条遺跡 1と5t~E可.J -J 日 1871-11 20090702 1iMAi::'古?主五立 .1.1.71 ~il[内

27 1訟法jti立塁本 きtii!l;1こ挺f2TU 16-2 20090716 例入it宅立 13.39 ←に℃ 人]

28 r1:内 !tr勾 fFll12-6 20090730 人口宅述 5.1.08 eーhコ， 持 L 1諮問

29 内在J1富島宇 採の町 :rrfI26-1 20090806 f詩人宅建えま 52，86 {[ 本ド'i:E9J~) !，!;11l 

30 長i託II間選対 防n 目13…7，8 20090806 1湾人{iTf1設 51.'15 dヨ匂ザヒ 工 f向

31 ま奇声と3立断、 EJt沼12丁目213-1 20090806 知人0::'記述 59，85 ギf 存立会後、 f長i.!:l 設 芝史

32 本町遺跡 ;{;，:防í--l- T tJ 18-1~1 20090820 係人 56.30 釦z 告 ;'i~~ f ;'J 

33 ドヨ遺跡 庄内F~防.J TI.138-S 20090821 も:人日 66，2.1 主主 J‘t← 手Ii;J'l

:).1 不信fi立E時 之宮T4Tf:l71-5，6 2009082'1 信:人{主宅兵 80.00 干j 1点 ?長 d沢;よ必校i:J.t

35 長芸誌占!Jミ1iI' rH絞t又 lT~:19~2 20090903 係人住宅建ぷ J5.02 生E おユ: 141[h 

36 手当官遺跡 手lJ:(i2了日903-10 20090910 fll人il宅述設 3'1，30 !毘 右主 f郁子守

37-



確認識査一覧表

37 新免1監事) 立花町1丁自 150-5 200909li 個人住宅建設 50.94 存立会後、法重工事 P!i内 Yよ礎浅

38 山ノ t逃跡 立花町1丁目59 20090917 個人住宅建設 51.75 金正 1fI 陣内

39 少路遺跡 富山町1丁目 16-.1，7 20090924 f:~入住宅建設 82.69 EiE 仁 陣内

40 蛍iWAt遺跡 蛍池北町1T自130-5 20091001 信人住宅住設 H.71 米flUf認 イi工 陣内 礎淡

11 桜井谷窯跡若干 熊野町4丁目50-1の-m; 20091009 俗人壮一宅建設 18.65 Jm 工 f'llf勾

J2 桜塚古主主群 荷桜塚1丁目 132-2 20091009 館入住宅建設 62.93 無 者工 F車内

43 新免遺跡 玉井町2丁自213-3 20091022 n'J入住宅建設 65.55 本線1[(新免63次) 橘 EE

4.1 従塚古漬群 Fri桜塚1丁臣27-5 20091029 際人住宅建設 67.33 有 工 f品EE 法fc主投

15 桜井谷窯跡群 ~g' !lJ 限rn 自 15-'1 20091029 俗人住宅建設 58.81 無 ユニ f品田

46 主主尚北遺跡 f空摂F有田TlT自750-5の 部 20091029 傍人住宅建設 41.28 2ーで1与目 者 橋間

，j悶遺跡 tt内栄町3T自18-1 20091105 iI!1人住宅l.ll設 37.26 有 存立会後、 fi重工事 Mlドヲ 遺憾Jil~

.18 桜井谷跡群 東芝:中沼r3了間49-2 20091112 開人伎宅建設 263.71 "，"II 陣内

49 庄内巡跡 庄内栄釘T4T自83-4 20091112 伺人住宅法i立 81.51 .j~ ヱ 陣内

50 少路遺跡 イドsfJT1l 目64 20091112 個人住宅述設 76.23 無 -1'1ヨ二 >'11内

51 穂積遺跡 月ヨ宮市主runT目20-1-18 20091203 個人H'宅建設 70.38 干J ギJ]二 検出 造物揺

-38 



第四章確認訴査の成果
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確認調査 (2009-01~08) 

2009-01 IJ¥曽根遺跡

調資日:平成21年 (2009:9三)1月15日

調査場所:豊中市北条町 lγ目312-23

調査対象扇積:30.16ぱ

調査の方法:重機によりトレンチ lか所

を掘削lし、 トレンチ内を精査した。

認査の概要:掘削深度(地表下200cm)

内において、遺構・造物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2009-02 穂積遺跡

調査日:平成21年 (2009年)1月29日

調査場所農中市服部登|町 2了882-8

調査対象面積:64.27m' 

諦査の方法:1討議によりトレンチ lか所

を;君!詰Jjし、 トレンチ内を精査した。

認査の概婆:掘削深度(地表下200cm)

内において、遺構・造物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認、調査後、着工を指示。

2009-03 IJ¥曽摂遺跡

調査臼:平成21年 (2009年)2月12日

調査場所:豊中市小首根 1丁目219-6

調査対象笛積:46.52ぱ

調査の方法:重機によりトレンチ lか所

を掘削し、 トレンチ内を核査した。

調室まの概要:搬削深度(地表下180cm)

内において、遺構・遺物等は確認さ

れなかったc

調査後の処震:確認調査後、着工を指示。

2009-04 山ノ上遺跡

認査呂:平成21年 (2009年)2月12EI

認査場所::豊中市山ノ上符90之の一部

認査対象頭積:68.81ぱ

認査の方法重機によりトレンチ lか所

を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下75cmにおいて基盤層

を検出したが、遺構・造物等は確認

されなかった。

認査後の処置:確認調査後、議工を指示c

第33函 トレンチ掘削状況

第35図 トレンチ掘削状況

第37図 トレンチ掘削状況

第39殴 卜レンチ掘削状況

-40-

G.L------

G.L 

G.L 

6 

7~8 

9 

一一，ー-10. 

第34図 トレンチ断商関

2 

3~4 
/ 

5 

6 

第36殴 トレンチ断笛図

2 ----

3 

4 

1 
2 

3 
4 

第38殴 トレンチ街道図

G.L 

第40医 トレンチ断函図



第1張主主 確認調査の成果

2009-05 山ノ上遺跡

調査呂:平成21年 (2009年)2 fj 12日 東 自

G.L 

調変場所豊中市山ノ上1lIJ90-2の一部

調査対象笛積:107.50ぱ

認査の方法重機;こよりトレンチ lか所

_~:L三を搬削し、 トレンチ内を精査した。

認査の概要:地表下65cmにおいて基盤腐
1.9を忽『ド~詔校砂(角球多く合む o 50cm 

を検出したが、遺構・遺物等は確認
第41図 トレンチ掘削状況 第42殴 卜レンチ断面劉

されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2009-06 桜塚吉填群

識変日:王子成21年 (2009年)2 fj 19日

G.L 
筋怒りトレンチ

諮査場所:豊中市中桜塚 2丁目 123

調査対象面積:41.89m' 
7，実 4〈

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ 一ー 一一 司一 四一 回

1か所を搬自Ijし、 トレンチ内を精査

しfこO

調査の概要:地表下40cmにおいて基盤層

を検出したが、市墳関迷の遺構 造 第43図 トレンチ掘削状況 第44函 トレンチ街商関

物等{土確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2009-07 豊島北遺跡

調査日:平成21年 (2009年)2月26臼
G ト一一一一一

調査場所:豊中市曽根南町 lTEI

156-9，10 
調査対象面積:66.35日)'

調査の方法:重機によりトレンチ lか所

を扱i郎し、 トレンチ内を務査した。
-4， J 5 平函図

調査の概要:地表下140cmにおいて古境 1m 

時代のi蒜・柱穴と考えられるピット

を検出した。 第45図 トレンチ猪削状況 第46図 トレンチ平菌・断箇図

調査後の処置:協議後、発掘調査を行う。

(景島北遺跡第 5次調査)

2009-08 桜環古墳群

調査日:平成21年 (2009年)3月5El 
G.L 

筋怒りトレンチ

調査場所:豊中市南桜塚 1γ自15-1

調査対象面積:69.31m' 2 
'̂ 3 ゐ久

調査の方法重機により筋掘りトレンチ

1か所を掘削し、 トレンチ内を精査
1 

した。 2 
3. 灰色掠領粒砂~シ"ト 1m 

調査の概要:地表下85~90cmにおいて基

盤!習を検出したが、古墳関連の透 第47凶 トレンチ掘削状況 第48図 トレンチ断箇図

構・造物等{ま確認されなかった。

調査後の処置:磯認調査後、表工を指示。

-41一



確認調査 (2009-09~ 16) 

トレンチ3

二二二Z二二こ
3 

守戸亡

トレンチ2

=三生
3 

2 ヲ二守二
4 

Ej 

G.L トレ戸1

ご苓二子
一τ---7-"'万「

1m 

トレンチ平面・断面図第50oトレンチ掘削状況第49殴

調査臼:平成21年 (2009年)3月5臼

調査場所:豊中市蛍池中町 3TE! 128 

調査対象萄積:128.10日l'

諮査の方法重機によりトレンチ 3か所

を招削し、トレンチ内を精査した。

誠査の概要:トレンチ 1において地表下

52cmで、恭援層を、その上面で遺構を

検出したが、 トレンチ 2・3では遺

構・造物等は確認されなかった。

認査後の処置:基礎工事は遺構検出面に

達しないため、:際立会後、慎重工事

を指示。

蛍池遺跡2009-09 

1

2

3

4

5

6

 lo ¥1 
トレンチ平蛮・控巨額包第52図トレンチ4簡単J~犬i兄第51函

内田遺跡

調査臼:平成21年 (2009年)3月5日

調査場所:最中市桜の町3τ自47-5

調査対象面積:53.93m
2 

調査の方法電機によりトレンチ 1か所

を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下82cmにおいて遺物包

合層を、問90cmにおいて基盤怒とそ

の上面で明確なillH誌を検出した。

調査後の処霞:恭礎工事は遺物包含層に

達しないため、再立会後、慎重工事

を指示。

2009-10 

50cm 
七=早d

平面図

トレンチ平函・断商関

ど

一一ー一一

第54図

新免遺跡

調査日:平成21王手 (2009年)3月12日

2009-11 

調査場所:最中市玉井町 3丁目 14θ

トレンチt節商IU犬i況第53o

認査対象面積:63.18m
2 

調査の方法:重機によりトレンチ lか所

を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下43cmにおいて遺物包

合層を、同48cmでは恭盤層とその上

簡で明確な遺構を検出した。

調査後の処置:建物主主礎の設計変廷によ

り、存立会後、慎重工事を指示。

太鼓塚古墳群

調査日:王子成21年 (2009"F-l3月126

2009-12 

筋掘りトレンチ

50cm 

トレンチ断面図

2 
4く

G.L 

第56関トレンチ掘削状況

-42一

第551l羽

調主霊場所:豊中市永楽荘 2丁目233-3

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ

lか所を擬削し、トレンチ内を精査

した。

調査の概要:地表下52cmにおいてさま幾層

を検出したが、遺構・造物等は縫認

されなかった。

調査後の処置:篠認調奈後、着工を指示。

調査対象笛積:54.94m
2 



確認調査の成果第四章

筋揺りトレンチ平話回

吋 18建物基礎 l 

t宣乱 "，， 0 
-，" 柱穴 i 

一一I!Iiffii2 ~1 

50cm 

~口==l

G.L-7m -吹ーー一一τ，--

1.1ζ土

ー勺て一一ーーηヶー白血

第58図 トレンチ平菌・断面図

j寛乱

トレンチ掘削状況第57図

本町遺跡

調査日:王子成21年 (2009年)3月26日

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ

1か月号を掘削し、 トレンチ内を精査

した。

調賓の概要:地表下30cmにおいて基盤!翠

を確認し、その上面で柱穴 2基を検

出した。

調査後の処置:協議後、発掘調資を行う O

(本町遺跡第36次調資)

2009-13 

調査場所:豊中市本町4了包 166-4

調査対象面積:53.25m' 

新免遺跡2009-14 

調査臼:平成21:4三 (2009年)3月26日
トレンチ1・2

G.L一一一一一一一一一一一f〆

〆調資場所豊中市玉弁町 2丁目 124

2 

~ιτー

トレンチ断道図第601:羽

5m 
~ 

調変対象額穣:65.02m' 

認査の方法重機によりトレンチ 2か所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下55cm) 内

において、遺構・造物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、選工を指示。

トレンチ1 トレンチ2
一一一一ω 一一一一一 G.L一一一一一一一一一一一

2 

20cm 
と口=:d

トレンチ阪函図

2 

3 

1 
2 

3 

第62図

蛍池西遺跡

調査日:平成21年 (2009年)4月2臼

2009-15 

トレンチ掘削状況第61劉

調主霊場所設中市蛍池西田J1 TE! 
4-2.4-6.4田7

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所

を掘削し、 トレンチ内を格変した。

調査の概要:掘削深度(地表下50cm)内

において、遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工工を指示。

調査対象箇積:68.31ぱ

G.L一一一一一一一一一一一

穂積遺跡

認資日:平成21年 (2009年)4月30B

E馬主霊場所:豊中市服部元町 1丁目81

2009-16 

トレンチ街頭@

つ
一一ーゥ乙一一

一一二L 一
一一一7ι一一一一5-6 

第64図トレンチ掘削状況

々
J

A
U『

第63図

調査対象箇積:51.11m' 

調査の方法重機によりトレンチ lか所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下130cm)

内において、遺構-造物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。



確認調査 (2009-17~20 ・ 22~25)

トレンチ断面密

G.L------

3 
4 1 
5 

/2  

3 

4 

5 

第66図

産内遺跡

調査日:平成21年 (2009年)4月30日

諮王霊場所豊中市庄内酋可4丁目38“14

2009-17 

トレンチ掘出IJ状況第65図

認査対象面積:50.22ぱ

調査の方法:重機によりトレンチ 1か所

を搬出lし、 トレンチ内を精査した。

調査の概婆:掘削深度(地表下180cm)

内において、遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処鐙:確認調査後、着工を指示。

トレンチ王手笛・断ilii図

トレンチ1・2
G.L ーー一一一一一一

第68図トレンチ掘削状況

本町遺跡

調査日:平成21年 (2009年)5月21E3

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下50cmにおいて法縫局

を、そのよ酒から遺構を検出した。

調査後の処置:建物の主主従掘削深度は耕

作土上回にとどまることから、僚議

工事を指示。

調査場所詮中市本町4丁目49

調資対象面積:52.80m' 

2009-18 

G.L 
1 
2 
3 
4 
5 

トレンチ断酒図第70図

服部遺跡

調査臼:王子成21年 (2009年)5月21日

調査場所:豊中市首根東町 6了1310-4

2009-19 

トレンチ掘削状況第四回

調査対象箇積:35.81m' 

調査の方法:重機によりトレンチ lか所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:搬削深度(地表下190cm)

内において、遺構・遺物等l立総認さ

れなかった。

認査後の処置:確認調交後、着工を指示。

熊野田遺跡・桜井を窯跡群

調査臼:王子成21年 (2009年)6月4日

2009-20 

G.L一一ー一一一一一一一
1 
2 
3 
4 

調査場所:豊中市熊野肉 4丁目98-3

20cm 
~ゴ

トレンチ断面図

一3

一
4

第72図トレンチ掘削状況

-44-

第71図

調査対象面積:54.00m' 

調査の方法重機によりトレンチ 1か月rr
を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:綴削深度(池表下45cm)内

において、遺構・造物等は確認され

なかった。

識変後の処置:確認、調査後、着工を指示。



2009-22 桜塚古墳群

調査毘:平成21年 (2009年)6月11日

調査場所:豊中市南桜塚3了日 104-2

調査対象函積:48.66m' 

調査の方法重機により筋掘りトレンチ

1か所を掘削jし、 トレンチ内を精査

した。

議査の概要:既存建物の基礎によって著

しく削平されており、遺構・造物等

は~在認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2009-23 桜塚古境群

調査日:平成21年 (2009年)6fl11El

調査場所:豊中市南桜塚3丁目 104-2

認査対象面積:49.27m' 

認査の方法:重機により筋掘りトレンチ

2か所を掘削し、 トレンチ内を精査

した。

調査の概要:既存建物の基縫によって著

しく削王子されており、遺構・遺物害事

[ま確認されなかった。

調査後の処重量:縫認調査後、着工を指示。

2009-24 岡町遺跡・桜塚古墳群

調査日:平成21年 (2009年)6 fl18日

調査場所設中市中絞塚2了図353-8

調査対象面積:70.78m2 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所

を抑制し、 トレンチ内を精三をした。

調査の概要:搬約深度(地表下15cm)内

において、遺構・造物等は確認され

なかった。

調査後の処霞:確認調査後、えき工を指示。

2009-25 太鼓土器吉墳群

調査日:平成21年 (2009{fミ)6月25日

認査場所豊中市永楽荘3丁目30-3

調査対象面積:62.41 m' 

調賓の方法:1討議によりトレンチ 2か所

を掘削し、 トレンチ内を精恋した。

調査の概要:搬出日深度(地表下50・70cm)

内において、遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

第73図 トレンチ掘削状況

第75図 トレンチ掘削状i兄

第77医 トレンチ掘削状況

第79図 トレンチ掘削状i兄
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G.L 
筋諮りトレンチ

吹
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第74図 トレンチ街頭隠

G.L 
筋怒りトレンチ1
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筋諮り卜レンチ2
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第76図 トレンチ断面図

卜レンチ1
-一一一一一一一一一一 G.L

2 

第78図 トレンチ断益図

トレンチ1
G.L-一一一一一一一一一一、

¥ 1 トレンチ2
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50cm 

~ー=己

第80悶

、

トレンチ断蕊図

SOcm 



確認調査 (2009-26~33)

2009-26 北条遺跡

調査臼:王子成21年 (2009年)7月2日

調査場所:豊中市北条町4丁目 1871-11

調査対象衛積:44.71m' 

調査の方法重機によりトレンチ 1か所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下200cm)

内において、遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処蓋:確認調査後、着工を指示。

2009-27 蛍池北遺跡

調査日:平成21年 (2009年)7月16日

調査場所設中市蛍池北町 2γ816-2

調査対象面積:43.39ぱ

調査の方法:意A機によりトレンチ 1か所

をt属高Ijし、 トレンチ内を精華ました。

調査の概婆:地表下40cmにおいて法盤層

を検出したが、遺構・造物等は確認

されなかった。

調査後の処霞:確認調交後、着工を指示。

2009-28 庄内遺跡

議査日:平成21年 (2009年)7月初日

議王霊場所豊中市庄内幸町 3T 8112-6 

認資対象面積:54.08m' 

認査の方法重機によりトレンチ 2か所

を搬削し、 トレンチ内を精ヨをした。

調主主の概要:掘削深度(地表下140・200

cm) 内において、遺構・造物等は確

認されなかった。

認査後の処置:確認調変後、着工を指示。

2009-29 内剖遺跡

調査包:平成21年 (2009:9三)8.Fl613

認査場所豊中市桜の罪T3丁目26-1

認査対象面積:52.86m
2 

務査の方法重機により坪掘りトレンチ

2か所、筋掘りトレンチ 1か所を搬

書Ijし、 トレンチ内を精査した。

識変の概要:トレンチ lで地表下30cmに

おいて、 15世紀の 11音渠状遺構を検出

した。

認査後の処置:協議後、発掘調査を行う O

(内田遺跡第 9次調査)

第81図 トレンチ拠出l状況

第83図 トレンチ掘紛状況

第85図 トレンチj屈曜日1犬i兄

第87図 トレンチ掘削状況
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第82図

第84図

1m 

トレンチ断函図

トレンチ断面殴

トレンチ1 トレンチ2
-一一一一一一一一一ーー-G.L一一一一一一}吋叩…町一一
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5 

第86図

トレンチ1

2 
一明一一一--，，;-
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5 

トレンチ断商関

トレンチ2・3
G.L 一一一一一一一一一一一一ー

ー勺安一一一一一一戎?一一

1 

2 

50cm 

第88隠 トレンチ平造・断箇図



第四主義 確認調査の成果

2009-30 蛍池西遺跡

調査日:平成21年 (2009年)8月6B 
G.L 

トレンチ1.2 

調査場所:豊中市蛍池麹町 1丁目43-7.8

調査対象衛積:51.75ぱ

認査の方法:重機によりトレンチ 2か所
¥3 

を掠!如し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表ア100cm) 50cm 

一ー一世一一

内において、遺構-遺物毒事は確認さ

れなかった。 第89図 トレンチ掘削状況 第90図 トレンチ断面図

誠査後の処置:確認、調査後、着工を指示。

2009-31 新免遺跡

調査日:王子成21年 (2009年)8月6日 トレンチ1 トレンチ2

調査場所:豊中市玉井町 2了間213-1

認査対象面積:59.85ぱ ^ ¥ 0 I 
:3j 

調査の方法重機によりトレンチ 3か所 トレ/チ3 1 

十に 2 

を掘部し、 トレンチ内を精査した。 3 

調査の概要:トレンチ 2で地表T37cm{こ
50cm 

おいて基盤腐を、その上沼で遺携を

検出した。 第91図 トレンチ掘削状況 第92図 トレンチ断面倒

認査後の処置存立会後、慎重工事を指

刀t。

2009-32 本町遺跡

調査日:平成21年 (2009'Ip)8月初日

調査場所:豊中市本町4丁目 184同 l

調査対象面積:56.30m' 

調査の方法重機によりトレンチ lか所 久

" 
を掘削し、 トレンチ内を精査した。

議査の概婆:地表下55~60cmにおいて法 50cm 

接胞を検出したが、遺構 造物等は

確認されなかった。 第93図 トレンチ掘調Ij状況 第94B羽 トレンチ街道毘

調変後の処置:確認調主主後、着工を指示。

2009-33 庄内遺跡

調査臼:平成21年 (2009年)8月21日

調査場所:最中市庄内商鹿T4丁白38-8
G.L 

調資対象面積:66.24m' 

調査の方法:重機によりトレンチ 1か所

を掘削し、 トレンチ内を務査した。

調査の概婆:~謀総深度(地表下200ω)
一回 一一 1m 

内において、遺構・造物等は確認さ

れなかったO 第95図 トレンチ掘削状況 第96関 トレンチ断函図

調査後の処霞:確認調変後、着工を指示。
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確認調査 (2009-34~4 J)

一ーよととえL一一 卜レンチ2G.L -………一一一一一一一

貴褐色粘質土 1 

(中世遺構か?)
rーー一一一一一一一ー--， 3 
l ム〆~ I 4 

γr  
• I 日cm

ττヲ玄;平高高一 ! ゴ

第98図 トレンチ平爾・断面IZIトレンチ掘削状況第97図

本町遺跡

調査呂:王子成21年 (2009:9三)8月27日

認査の方法重機によ 1)トレンチ 2か所

を搬ì~日し、 トレンチ内を精査した。

調賓の概婆:地表下50cmで、遺物を非常に

多く含む包含層(送機埋土)を検出

した。

調査後の処霞:建物恭礎は遺物包合宿よ

り浅いため、確認調資後、慎重工事

を指示。

調査場所:豊中市本町 4TEl71づ.6

調査対象面積:80.00m' 

2009-34 

筋掘りトレンチ
G.L 

50cm 

と=ロロゴ

トレンチ断笛図第100図

1
2
3
4
5
 

桜塚古壊群

調査日:平成21年 (2009年)9月3日

2009-35 

調査場所:豊中市南桜塚 IγEl9♂

トレンチ機構IJ状i兄第99図

調査対象面積:45.02m' 

調査の方法重機により筋掘りトレンチ

1か所を掘削し、トレンチ内を精査

した。

調査の概要:地表下78cmにおいて蕊盤!霞

を検出したが、遺憾・造物等は確認

されなかった。

調査後の処置:確認調査後、表工を指示。

1m 
1 ゴ

トレンチ断面図

G.L一一一一一一一一一一一一

一周回叩--.-<'-ーー一一 唱

z守ヲす=すす
二二二二二二三こ二二二孟 3 

6 

第102図トレンチ掘削状況第101図

利倉遺跡

調査臼:平成21>ド(2009年)9月10日

調査の方法:重機によりトレンチ lか所

を fJ:jlì~1jし、 トレンチ件jを総資した。

議室まの概要:掘刻深度(地表下145cm)

内において、遺構・滋物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、活工を指示。

調査場所:豊中市利念 2TEl903“10 

議室ま対象衛積:37.30m' 

2009-36 

トレンチ1 トレンチ2
ー一一一一一一ーーー一-G.L一一一ー一一一一一一ーー

新免遺跡

調査臼:平成21年 (2009年)9月17日

2009-37 

50cm 

トレンチ平面・断面図

2 

3 
-一τでーー一一一一一τ".--

斗

1 

2 
3 

4 

2 

-吋ーーゥι yー

第104図トレンチ掘商Ij状況
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第103a羽

調査場所:豊中市立花町 1T El150-5 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所

を掘削し、トレンチ内を給資したO

調査の概婆:地表下45~46仰においてj立

物包含胞を検出し、 トレンチ 1では

地表下61cmで法主主府とそのよ而でj立

構を確認したO

調査後の処墨:府立会後、銭重工事を指

調査対象面積:50.94m' 



確認調査の成果第磁章

50cm 

トレンチ断函図

G.L 
1 
2 
3 

4 

3 

4 

供 4凡

5 

第106U羽

山ノ上遺跡

調査日:平成21:9三 (2009年)9月178

調査場所:豊中市立花町 1丁目59

2009-38 

トレンチ掘削状況第105図

調査対象面積:5L75m' 

調査の方法重機によりトレンチ lか所

を掘削し、 トレンチ内を精査したO

調査の概要:地表ア90cmにおいて基盤層

を検出したが、遺構・遺物等は確認

されなかったO

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

。L

2 

cぺ吹

3 

--町向一時一一一一 30cm 
! ゴ

トレンチ阪商図第108図

少路遺跡

調査日:平成21年 (2009年)9月24日

2009-39 

調査場所:最中市宮山町 1丁目 16-4.7

トレンチ掘削状況第107図

調査対象面積:82.69m' 

調査の方法:重機によりトレンチ 1か所

を掘削し、 トレンチ内を務ヨました。

調査の概要:地表下40cmにおいて基盤層

を検出したが、遺構・造物等は確認

されなかったO

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

トレンチ1・2
G.L 

2 
3 
4 

3 

ー一一 30cm 
I ゴ

第110図 トレンチ断酒lli{I

蛍池北遺跡

調査B:王子成21年 (2009"ド)10月 l日

調査場所:豊中市蛍池北町 l丁El130-5

2009-40 

トレンチ掘削状j先第109図

調査対象面積:44.71 ぱ

調査の方法重機によりトレンチ 2か所

を掘削し、トレンチ内を続交したO

調資の概要:掘削深度(地表下50cm)内

において、遺構-造物等は確認され

なかった。

調査後の処置:Tl'ili認調変後、着工を指示。

筋怒りトレンチ
G.L 

桜井杏窯跡群

E民主霊場所豊中市熊野町4TEl
50-1の一部

2009-41 

調査B:王子成21年 (2009年)IOfj 9日

トレンチ断箇図

'" 
5 

契一一一一一一-
6 

第112図

1
2
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4
5
6
 

トレンチj居高Ij~犬況
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第111図

認査対象面積:48.65ぱ

読査の方法:重機により筋掘りトレンチ

lか所を擬削し、 トレンチ内を精査

しfこC

読王まの概要:地表下108cmにおいて恭盤

!習を検出したが、 i立t'i!J'・遺物号事{土確
認されなかった。

認査後の処置:確認調査後、着工を指示。



確認調査 (2009-42~49)

一〉大/

3m 
I ゴ

トレンチ断蕊悶第114図

桜塚古墳群

識変日:平成21年 (2009年)10月9日

認王霊場所豊中市南桜塚 1丁目 132-2

2009-42 

トレンチ掘荷IJ状j兄第113図

調査対象面積:62.93m' 

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ

1か所を掘削し、 トレンチ内を精査

した。

調査の概要:地表下20~90cmで碁盤層を

を検出したが、 E古墳に関連する遺

構-遺物等は確認されなかったO

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

トレンチ1 トレンチ2
-一一一一山一一… G.L戸-1

新免遺跡

調査日:平成21年 (2009年)10月228

2009-43 

調査場所:豊中市玉井町2丁目213-3

べ崎、

¥ 2  

ifu I 

トレンチ平面・滋笛図

2 

50cm 

と=謂詔=:d

第116図トレンチiliil高IJ1犬〉兄第115aJ

調査対象箇積:65目55m
2

認変の方法重機によりトレンチ 2か所

を掘削し、トレンチ内を総資した。

調査の概要:地表下35cmにおいて遺構面

及び大草1土坑を検出した。

調変後の処置:協議後、発掘調査を行う。

(新免遺跡第63次調交)

トレンチ1 トレンチ2
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第118図

桜塚古墳群

認査呂:王子成21年 (2009王手)10月29日

2009-44 

トレンチ掘削状i兄第117劉

調査場所:豊中市南桜塚 1丁目27-5

調室まの方法重機によりトレンチ 2か所

を掘郎し、 トレンチ内を精ヨました。

調査の概要:トレンチ l で地表下90~

110cmにおいて遺物包含j習に酷似する

土問jの滋積を確認した。

調変後の処置:建物基礎は康二仁内に収ま

るため、確認鴇査後、務工を指示。

調査対象額積:67.33m' 

トレノチ1 トレンチ2
一一一一一一一一一一 G.L一一一一一一一…一一

桜井奇窯跡群

調査日:平成21年 (2009年)10月初日

2009-45 

調査場所:最中市宮山町4了[315-4

司一一τ衣ヶー由自由自ヲ次畑町F

トレンチ断函図

自由叩令ぞ仰向司ーーー『ーウ女一司悶

第120aJトレンチ掘首IJ状況
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第119図

調査対象面積:58.81m' 

認査の方法重機によりトレンチ 2か所

を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(池袋下30・50cm)

I*Jにおいて、遺構・造物等{土俗認さ

れなかった。

議査後の処置:確認調査後、務工を指示。



2009-46 豊島北遺跡

調査日:平成21年 (2009年)10月29日

調査場所:豊中市曽根南町 1丁目

750づの一部
調査対象面積:41.28m' 

議査の方法重機によりトレンチ 1か所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘郎深度(地表下170cm)

内において、遺構・造物等は確認さ

れなかった。

調変後の処置:確認調査後、着工を指示3

2009-47 島田遺跡

調査臼:平成21年 (2009年)11 fl 5日

調査場所:豊中市庄内栄町3丁目 18ぺ

議査対象面積:37.26ぱ

認室長の方法重機によりトレンチ lか所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概婆:地表下105~ 1I8cmにおいて

土師器破片を含む遺物包含!習を検出

したが、遺構は確認されなかった。

調査後の処置:湾立会後、慎重工事を指

刀て。

2009-48 桜井奇窯跡群

調資B:平成21年 (2009年)11月12日

調資場所:豊中市東最中国T3了包49-2

調査対象萄積:263.71m' 

調査の方法:重機により坪掘りトレンチ

lか所、筋掘りトレンチ lか所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

読賓の概要:各トレンチで暴盤層を検出

したが、 i立構.J立物寄与は確認されな

かった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2009-49 圧内遺跡

調査日:平成21年 (2009年)11月12日

調査場所:豊中市庄内栄町4了El83-4

調査対象面積:81.51 m' 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所

を摺部し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:j建前深度(池表ド200cm)

内において、遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

認資後の処置:確認調変後、着工を指示。

第121図 トレンチ掘削i状況

第123殴 トレンチ掘削状況

第125図 トレンチ掘削状況

第127図 トレンチ掘削状況
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確認調査 (2009-50・5J)

2009-50 少路遺跡

調査日:平成21年 (2009年)11月12日

調査場所:豊中市春B町 lT白64

調査対象面積:76.23m' 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所

を掘削jし、 トレンチ内を精査した。

調査の概婆:地表下75-80cmで、恭盤胞を

を検出したが、遺憾・造物等は確認

されなかったO

議室ま後の処置:確認調査後、着工を指示。

2009-51 穂積遺跡

調査日:平成21年 (2009年)12月3日

調査場所設中市服部議町 1丁目204-18

認査対象面積:70.38m' 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所

を掠語IJし、 トレンチ内を精査した。

調査の概婆:トレンチ lで地表下JOOcm

において水路を検出した。

調査後の処覆:検出した遺構は集落関連

の遺構でないことから、確認調査後、

着工を指示。

第129図 トレンチ掘削状況

第131図 トレンチ配置図
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第130図 トレンチ断函図
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第四章確認調査の成果

麻田藩陣墨跡

時 代:古墳後期~奈良、中世、近世、近代

調査後の処置:着工時の存立会後、工事の続行を指示。

備 考 1区{土石室認調査、 2!Rは事業主負担による

本発掘調査(麻田落降最跡第13次調査)。

2009-21 

調査場所設中市蛍池中町3丁目32叩2

調査自的:保育所新築工事

調査期間:平成21年 (2009年)6月2日

~平成21年 (2009年) 6月30日

調査面積:81ぱ(※総調査面積は88ぱ)

調査の経緯:平成21年 2 月 5~6B に事業主負担によ

る確認調査を実施し、地表下60cmで、整地麗・溝状遺構

を、間90cmで、基盤層とその上面で遺構を確認した。申

請建物の基礎深度は、一部で整地膚ならびに遺構面を

破壊することが判明したため、協議の結果、調査地が

麻旧藩主邸内という重要性を鑑み、遺構等の内容把握

のため改めて確認調査を実施することになった。調査

では 2か所のトレンチを設定し、確認調査は l区、

業主負担部分(エレベーターピット部分)は 2区とし

て実施した。

調査の概要:調査区では吉墳時代後期~奈良時代、中

世、近世~近代の少なくとも 3つの遺構面が残存する

ことが判明した。

第 1面(古墳時代後期~奈良時代) 重複する蛍池遺

跡関連の遺構・遺物であり、 21Rを中心に土坑、柱穴

など集落関連遺構ならびに遺物包含層を検出した。

第2面(中世) 土坑、溝状遺構、ピットを検出した。

このうち土坑 lを徐く遺構は、理土中からは土師器小

皿・瓦器椀などの砕片が出土しており、持期的には中

世前期とみられる O 一方、土坑 lは平面がp高丸方形を

し、基底部付近から獣骨片とともに完形の白磁椀が

出土している。白磁椀の特徴から土坑 lは中世後期

( 16世紀代)に形成されたと考えられる O

中世遺構詔の大部分は百大な落ち込みが出める O こ

の落ち込みは、検出ラインが東西方向にほぼ一直線か

っ急斜面を呈しており、撹乱部分での土層観察から少

なくとも 1m以上の深度を有することは確実で、ある。

検出i隔は一方の肩が諦査註外にあるため不明だが、少

なくとも 4m以上を有する O 落ち込みは基盤層や遺物

包含層などのブロック土を多数含む人為的な埋戻土と

考えられ、出土遺物から中世後期以降に埋没したと推

定する O

第 3面(近世~近代) 調査地は藩主邸の一角に相当

するものの、明治六年 (1873)段階の陣屋絵図(第

136図)による比較検討の結果、 l区は藩主部の建物

内コ
ζ
J
 

ヤ~

第133図調査範囲毘 (1 : 500) 

第135図 1区掘削状況(北から)



確認調査 (2009-21)

と塀の間に挟まれた空閑地である可能性が高く、調査でも藩主邸関連の遺構は確認されなかっ

た(注1)。

一方、 2区(記Vピット)で確認された溝状遺構は、幅約 3m、深さ約 1mで、東西方向にのび

ていく O 絵図と比較検討の結果、藩主部を叡り囲んだ内堀であることが判明し、絵図の史実性

を裏付けることになった。 2つの調査医全体を通して、葎主邸関連遺構の残存状況は非常に悪

く、その理由として明治4年(1871)の麗藩置県以降、陣屋とともに藩主邸も廃絶の時を迎え、

その後耕地化へ至るなかで消滅したためと考えられる。しかしながら、内堀のように一定の深

度を有する遺構だけは破壊を免れたようである O

ま と め:麻田蕃主部関連遺構の検出に主眼を置いた今回の確認確査では、落主邸内堀を確

認することができた。藩主邸関連の遺構を明確に確認できたのは今国が初の事例であり、藩主

部の範聞を決定する上でも貴重な成果であった。また I区の調査位置は、絵図と比較検討の結

果、藩主邸の屋敷と塀に挟まれた空関地であることが判明し、調査においても藩主邸関連の遺

構は検出されなかったことから、検討結果の妥当性がうかがえた。藩主邸は廃藩置県後、廃絶

を迎え、調査地は耕作地へと土地の利用形態が変わっていくことも併せて判明し、調査地周辺

における土地利用形態の変化を読み取っていくうえでも貴重な成果であった。

(注 1)比較検討の際は次の文献も参考にした。

『麻由藩陣屋跡一蛍池駅間地区第 l種市街地再開発工事に伴う埋蔵文化財調査報告書-j

(財)大阪府文化財センター 2002年

自
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第136図麻由藩陣屋(/J¥谷英一氏所蔵) (1 : 2，000) 
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(1)調査包北半部(南から)

( 2 )調査亙南半部(東から)
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(1)ピット 1土器出土状況はじから)
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(1)調査区北半部全景(東から)

( 2 )溝 l新聞(西から)



(1)井戸 l断酒(甫から)

( 2 )包含層遺物出土状況(荷から)
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(1)調査区全景はとから)

(2) SP02断面
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(1)調査区全景(北カ冶ら)

( 2) i茸1 (断面1)
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(1)調査区全景(南から)

( 2 )溝 1諜出土状況(北から)
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(1)第 1面(近世以降)東半部全景(東から)

( 2 )第 1面(近世以降)西半部全景(西から)
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(1)第2・3面東半部全景(東から)

( 2 )第 2・3面西端部全景(西から)



図

版

吃

麻

田

藩

陣

屋

跡

確

認

調

査

(1)藩主邸内堀検出状況(東から)

北から)( 2 )土坑 I遺物出土状況(第 2面



報告書抄録

ふりがな! とよなかしまいぞうぶんかざいはつくっちょうさがいよう

書 名 最中市壊蔵文化財発掘調査概要 平成21年度 (2009年度)

シリーズ名 豊中市文化財調査報告

シリーズ番号 第 62集

編著者名 陣内高志・服部聡志・清水篤・橘田正徳・浅田尚子

編集機関 重量中市教育委員会(市町村コード:27208) 

所 在 地 〒561-8501 大坂府豊中市中桜塚 3丁EI1 - 1 TEL06-6858…2581 (地域教育振奥課)

発行年月日; 西暦 2010年 3月31日

月号 i反遺跡 所在地 北緯 東経 調査期間 調査菌積 調査原因

新第免6遺2次跡 玉井町 3丁目 20081216~ 
55.74m" {箆入佼宅建築

35 1 20090131 

豆:主主t遺跡 そ曽1ね根5み6な南みま9町他ち11了筆自 3 山 1135028'14 
20090402~ 

66m" {混入伎宅建築
第 5次 20090427 

本ほんま町ち遺跡
本町4丁目 34

0

47'20" 135
0

27'56" 
20090413~ 

39m" 繍人住宅建築
第36次 166-4 20090428 

liJ)主遺跡; ほ宝うざ山のんち陀一ょ.ヲ4部2-1 20090518~ 
40m

2 
個人住宅建築

第19次 20090529 

量:iili茜遺跡 i蛍Zたるi7也うfい西けに部しまIち1丁目 20090706~ 
220ぱ 共同住宅建築

第17次 269 20090724 

内田遺跡 l 桜刷ゐ消甘3丁目 1 34山山……4灯m内7円川5珂6" 日135-2一5口5-28認川8
20090901 ~ 

28ぱ 個人住宅建築
第9次 26-1 20090910 

所 JI又 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 言己 事 項
」ー

新免追跡 塁王穴{主賎 弥生土器 弥生中期、古墳後期の

第62次
集?菩効: ぢ墳 弥生・古墳

土~t 柱穴 土防音寺・須恵器 集落関連遺構を検出

豊島北遺跡
集落跡 主子安・中世 井戸.j蒜

土銅器 古代末の耕作関逮i凶器、
第 5次 須恵、苦手・陶E在器 井戸等を検出

本町遺跡
集落跡 古墳・中i仕 柱穴

二!こ師器 古墳時代~中i止の

第36次 須恵若手・陶磁器 集落関j患遺撲を検出

山ノよ遺跡
集落跡 弥生~古代 柱穴

土師器
古代の集落関連遺撲を検出

第19次 須!i!.器

蛍池宮百遺跡
集落跡 古墳・古代 柱穴 i蒜

土問器 奈良野寺代~平安時代の

提言17;);こ 須恵器 集落関透i立携を検出

内旧遺跡
集落fP:iF、 古墳中世 ~$年

土陶器
中世のま長寄与関連遺構を検出

第 9次 須恵器
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